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私
が
当
地
に
来
ま
し
た
の
は
、
女

子
大
開
学
前
年
の
昭
和

年
で
、

年
と
な
り
ま
す
。

其
の
時
の
こ
と

を
思
い
出
し
ま
す

と
、
ま
る
で
野
原

の
真
中
に
白
亜
の

大
き
な
校
舎
が
建

ち
、
そ
の
正
面
に

噴
水
が
あ
り
、
と

て
も
人
目
を
引
く
風
景
で
し
た
。
し

か
し
周
囲
に
は
、
囲
い
も
な
く
雑
草

が
生
い
茂
っ
て
虫
が
泣
き
、
カ
メ
が

の
そ
の
そ
と
歩
い
て
い
た
り
、
夜
に

な
る
と
、
蛙
の
合
唱
が
聞
か
れ
る
の

ど
か
な
一
面
も
あ
り
ま
し
た
。

地
元
の
町
会
長
と
い
う
立
場
上
、

前
理
事
長
の
奥
田
省
吾
先
生
と
は
、

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
お
蔭
で
、
今
も
春
の
花
見
、

秋
の
運
動
会
に
と
町
内
会
の
催
し
に

幼
稚
園
の
園
庭
を
お
か
り
し
て
、
開

催
し
て
い
ま
す
。

私
に
は
偉
大
な
奥
田
省
吾
先
生
の

ほ
ん
の
一
端
し
か
知
り
ま
せ
ん
が
、

志
半
ば
で
急
逝
さ

れ
た
こ
と
は
、
惜

し
み
て
も
あ
ま
り

あ
り
、
残
念
の
一

言
に
つ
き
ま
す
。

し
か
し
若
く
て
聡

明
な
奥
田
吾
朗
理

事
長
が
前
理
事
長
の
志
を
つ
が
れ
、

親
し
く
ご
厚
誼
を
頂
い
て
お
り
ま
す

こ
と
、
う
れ
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

結
び
に
、
奥
田
吾
朗
先
生
の
益
々

の
ご
活
躍
と
大
阪
国
際
学
園
の
更
な

る
充
実
発
展
を
心
よ
り
念
じ
て
お
り

ま
す
。

直

言

よ
く
お
会
い
す
る
機
会
が
あ
り
、
私

な
ど
に
も
学
園
の
将
来
構
想
に
つ
い

て
情
熱
を
こ
め
て
語
ら
れ
た
こ
と
が
、

昨
日
の
こ
と
の
よ
う
に
思
い
出
さ
れ

ま
す
。

今
や
、
先
生
の
構
想
通
り
に
幼
稚

園
、
中
学
校
、
高
等
学
校
は
、
地
域

社
会
に
大
き
く
評
価
さ
れ
る
ま
で
発

展
し
ま
し
た
。
大
学
の
方
も
男
女
共

学
の
大
阪
国
際
大
学
と
な
り
、
地
域

文
化
の
拠
点
と
し
て
充
実
発
展
を
と

げ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
先
生
は
近

隣
住
民
を
非
常
に
大
切
に
さ
れ
、
身

を
も
っ
て「
開
か
れ
た
学
園
づ
く
り
」

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
こ
と
、
心
か
ら

藤
田
六
町
会

会
長

大
泉

正
明

（
学
園
本
部
等
が
存
在
す
る
守
口
市
の
自
治
会
）

藤
田
六
町
会

会
長

大
泉

正
明

（
学
園
本
部
等
が
存
在
す
る
守
口
市
の
自
治
会
）

伸
び
ゆ
く
大
阪
国
際
学
園

伸
び
ゆ
く
大
阪
国
際
学
園
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卒業生のべ約 名卒業生のべ約 名

現人間科学部に伝統受け継ぐ

女
子
大

年
の
栄
光
を
刻
ん
で
…

女
子
大

年
の
栄
光
を
刻
ん
で
…

“蜂の巣”教室の愛称で親しまれた六角館や噴水のある美しいキャンパスで、多くの女子
大生が学び、青春を過ごし、巣立っていった。

集
を
停
止
、
今
春
女
子
大
生
の
大
半

が
卒
業
し
た
こ
と
で
女
子
大
学
は
実

質
的
に

年
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
た
。

学
科

名
定
員
の
ミ
ニ
女
子
大

で
ス
タ
ー
ト
し
た
も
の
の
以
後
学
科

を
増
設
し
、

年
度
は

学
科
の

名
が
卒
業
す
る
ま
で
に
成
長
し

た
。こ

の

年
間
、
女
子
大
は
社
会
の

激
変
と
軌
を
一
に
す
る
よ
う
に
学
科

新
設
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
訂
、
さ
ら

に
は
大
学
名
称
変
更
や
学
部
改
組
、

そ
し
て
遂
に
は
新
生
国
際
大
に
バ
ト

ン
タ
ッ
チ
、
自
ら
は
募
集
停
止
に
踏

み
切
っ
た
。

年
間
に
帝
国
女
子
大
、
大
阪
国

際
女
子
大
の
名
で
本
学
を
巣
立
っ
た

卒
業
生
は
総
計

名
。
そ

れ
ら
学
生
の
一
人
ひ
と
り
が

年
間

に
ク
ラ
ブ
活
動
や
勉
学
に
と
青
春
の

限
り
を
ぶ
つ
け
、
自
ら
の
成
長
を
通

じ
て
女
子
大
の
成
長
、
発
展
に
つ
な

げ
、
歴
史
を
刻
ん
で
き
た
。

そ
の
伝
統
は
今
日
、
共
学
と
な
っ

た
大
阪
国
際
大
学
人
間
科
学
部
へ
と

脈
々
と
受
け
継
が
れ
、
学
部
人
気
を

支
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

大
阪
国
際
大
が
誕
生
す
る
ま
で
の

永
年
、
女
子
総
合
学
園
に
あ
っ
て
長

姉
、
長
女
、
最
高
学
府
の
大
役
を
に

な
っ
た
女
子
大
に
感
謝
し
、
な
が
く

記
憶
・
記
録
に
と
ど
め
た
い
と
こ
こ

に
ペ
ー
ジ
を
さ
き
、
縁
深
い
関
係
者

に
思
い
出
を
綴
っ
て
い
た
だ
い
た
。

な
お
、
大
阪
国
際
女
子
大
学
そ
の

も
の
は
、
在
籍
者
が
卒
業
す
る
ま
で

残
る
。

大
阪
国
際
女
子
大
学
の
前
身
、
帝

国
女
子
大
学
が
大
和
田
キ
ャ
ン
パ
ス

に
誕
生
し
た
の
は
昭
和

年
（

）。
平
成

年
の
大
阪
国
際
大

学
と
の
統
合
に
よ
り
女
子
大
学
は
募

涙
の
第

回
卒
業
式

大
阪
国
際
女
子
大
学
名
誉
教
授

久
保
和
男

昭
和

年

月
、

大
学
の
開
校
と
同

時
に
赴
任
し
て
き

ま
し
た
。
初
代
学

長
奥
田
政
三
先
生
は
女
子
教
育
の
重

要
性
を
熱
く
説
か
れ
、
常
に
目
先
の

こ
と
ば
か
り
で
は
な
く
、
先
を
見
越

し
て
や
っ
て
ゆ
こ
う
と
草
創
の
心
意

気
を
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

一
番
の
想
い
出
は
何
と
い
っ
て
も

第
一
回
卒
業
式
の
ボ
イ
コ
ッ
ト
で
す
。

学
生
運
動
の
は
げ
し
い
時
代
で
朝
日

新
聞
に
も
の
り
ま
し
た
。
式
に
欠
席

し
た
卒
業
生
は
全
員
、
そ
の
当
日
の

午
後
に
普
通
教
室
で
涙
の
授
与
式
と

な
り
、
忘
れ
ら
れ
な
い
出
来
事
で
し

た
。
こ
れ
を
契
機
に
、
学
部
長
の
制

度
が
発
足
し
ま
し
た
。

年
か
ら
奥
田
省
吾
先
生
が
ご
尊

父
の
片
腕
と
し
て
、
若
い
パ
ワ
ー
を

も
っ
て
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
に
お

い
て
め
ざ
ま
し
い
発
展
を
遂
げ
ら
れ
、

現
在
の
学
園
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
の
学
位
記
授
与
式
か
ら
、
女

子
大
学
の
名
称
が
な
く
な
る
こ
と
に

寂
し
さ
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

大
阪
国
際
大
学
名
誉
教
授

長
野
文
典

帝
国
女
子
大
学

家
政
学
部
に
児
童

学
科
が
設
置
さ
れ

た
の
は
昭
和

年

月
。
私
が
採
用
さ
れ
ま
し
た
の
は

翌

年
、
教
育
心
理
学
担
当
で
あ
り

ま
し
た
。
当
時
は
家
政
学
部
各
学
科

の
定
員
は

名
で
、
そ
れ
に
く
ら
べ

短
大
は
大
い
に
賑
わ
っ
て
お
り
ま
し

た
。し

か
し
、
第
二
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム

が
始
ま
っ
て
お
り
、
小
学
校
教
員
数

が
足
り
ず
児
童
学
科
の
存
在
は
家
政

学
部
を
活
気
付
け
る
役
割
を
果
た
し

た
と
お
も
い
ま
す
。

そ
の
後
、
私
は
短
大
に
設
置
さ
れ

た
幼
児
教
育
科
に
移
動
し
、
そ
の
後

再
び
児
童
学
科
に
戻
り
、
大
学
名
称

が
大
阪
国
際
女
子
大
学
と
な
り
、
家

政
学
部
は
人
間
科
学
部
に
改
組
さ
れ
、

学
科
構
成
の
充
実
と
と
も
に
現
在
の

大
阪
国
際
大
学
（
共
学
）
と
な
り
ま

し
た
。

こ
の
度

年
の
学
園
生
活
を
終
え
、

退
職
い
た
し
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

女
子
大
に
児
童
学
科

帝
国
女
子
大
学
家
政
学
部
食
物
学
科

期
生

現
在
大
阪
国
際
大
学
人
間
科
学
部

人
間
健
康
科
学
科
教
授

四
谷
美
和
子

昭
和

年
に

期
生

名
が
卒
業

さ
れ
て
か
ら

年

目
の
今
春
、
女
子

大
が
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
私
も
帝
国

女
子
大
学
食
物
学
科
で
学
ん
だ
卒
業

生
の

人
で
す
。

人
に
満
た
な
い

少
人
数
で
、
個
性
豊
か
な
先
生
方
の

魅
力
あ
る
講
義
を
受
け
て
い
た
頃
が
、

と
て
も
懐
か
し
く
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

ず
っ
と
共
学
で
過
ご
し
て
き
た
私
は
、

女
子
ば
か
り
に
違
和
感
を
覚
え
る
と

思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
パ
ワ
ー
溢

れ
る
先
輩
達
に
驚
き
、
感
化
さ
れ
ま

し
た
。
今
、
想
像
も
つ
か
な
い
と
思

い
ま
す
が
、
黒
の
ダ
ブ
ル
の
制
服
、

校
舎
内
土
足
禁
止
、
高
校
生
と
同
居
、

教
室
の
清
掃
な
ど
、
当
時
は
そ
れ
が

当
た
り
前
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
今

春
、
卒
業
し
た
学
生
達
も

年
間
を

十
分
に
謳
歌
し
、
ど
の
顔
も
明
る
く

希
望
に
満
ち
て
い
ま
し
た
。

少
人
数
で
魅
力
的
講
義

人
間
科
学
部
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
学
科
教
授

建
部
昌
弘

初
代
奥
田
政
三

理
事
長
は
、
女
性

を「
な
で
し
こ（
撫

子
）」
の
花
の
イ

メ
ー
ジ
に
例
え
て
、
女
子
教
育
を
熱

く
語
ら
れ
た
。

当
時
の
帝
国
女
子
大
は
、
躾
の
厳

し
い
、
マ
ナ
ー
の
良
い
大
学
で
あ
っ

た
。
一
時
、
山
陰
、
山
陽
の
地
か
ら

入
学
し
て
く
る
学
生
が
大
阪
府
下
の

学
生
数
を
凌
ぐ
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ

の
頃
、
山
陰
地
方
を
高
校
訪
問
し
た

時
、
進
路
指
導
の
先
生
か
ら
、「
躾

の
厳
し
い
、
マ
ナ
ー
の
良
い
大
学
」

と
し
て
、
親
に
も
評
判
よ
ろ
し
い
よ

と
言
わ
れ
、「
帝
国
女
子
」
の
名
を

大
い
に
誇
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

こ
こ

、

年
、
卒
業
生
が
教
育

の
現
場
で
、
管
理
職
に
な
り
つ
つ
あ

る
。
女
子
大
時
代
に
学
ん
だ
厳
し
い

教
え
と
、
躾
と
マ
ナ
ー
で
、
子
ど
も

や
親
や
仲
間
教
師
を
指
導
し
よ
う
と

す
る
が
、
な
か
な
か
う
ま
く
行
か
な

い
と
言
う
。

特
に
、
若
い
母
親
の
教
育
が
難
し

い
と
言
う
。
な
で
し
こ
の
花
の
よ
う

な
女
性
像
が
通
じ
な
く
な
っ
た
の
か
、

求
め
な
く
な
っ
た
の
か
。
若
い
女
性

教
頭
や
校
長
が
悩
ん
で
い
る
。

マ
ナ
ー
や
躾
は
、
人
間
の
品
性
の

問
題
で
あ
る
。「
女
子
大
」
か
ら
「
国

際
大
」
に
変
わ
っ
て
も
、
人
間
性
の

豊
か
さ
を
失
わ
な
い
、
マ
ナ
ー
の
良

い
大
学
で
あ
り
た
い
と
思
う
。

教
育
厳
し
い
撫
子
の
花

マ
ナ
ー
良
い
大
学
と
評
判

帝
国
女
子
大
学
家
政
学
部
家
政
学
科

年
卒

東

妙
子

昭
和

年
帝
国

女
子
大
学
一
期
生

と
し
て
入
学
。
女

子
大
で
先
輩
も
い

な
い
、
そ
ん
な
な
か
で
学
友
会
、
ク

ラ
ブ
は
一
期
生

名
で
作
り
、
と
て

も
、
の
び
の
び
と
し
た
気
持
ち
に

な
っ
た
事
を
覚
え
て
い
ま
す
。

先
生
方
に
は
名
前
を
覚
え
て
い
た

だ
き
、
大
き
な
家
族
の
様
で
し
た
。

卒
業
、
教
職
免
許
に
必
要
な
単
位
だ

け
で
な
く
、
全
講
義
を
受
講
、
お
よ

そ

単
位
を
と
り
、
卒
業
し
ま

し
た
。
化
学
・
物
理
・
生
物
・
体

育
・
美
術
・
経
済
学
等
一
般
教
養
の

講
義
が
先
生
の
お
顔
と
共
に
な
つ
か

し
く
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

「
大
学
教
育
と
は
、
社
会
に
出
て
、

わ
か
ら
な
い
事
に
遭
遇
し
た
時
、
ど

こ
を
調
べ
た
ら
わ
か
る
か
、
そ
れ
を

身
に
付
け
る
事
」
と
学
び
、
そ
れ
を

も
と
に
、
卒
業
生
の
多
く
が
各
分
野

で
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
互
い
に
情

報
交
換
し
、
少
し
で
も
母
校
の
発
展

に
貢
献
出
来
る
様
努
力
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

一
期
生
で
学
友
会
をトレードマークのダブルの黒い制服姿で（卒業式風景）

帝
国
女
子
大
学
家
政
学
部
被
服
学
科

年
卒

対
馬
京
子

「
礼
に
始
ま
り

礼
に
終
わ
る
」
私

が
帝
国
女
子
高
等

学
校
に
入
学
し
た

日
、
担
任
の
吉
田
千
鶴
子
先
生
が

お
っ
し
ゃ
っ
た
言
葉
で
す
。
新
し
い

環
境
で
、
戸
惑
い
、
人
と
ど
う
接
し

て
い
け
ば
良
い
の
か
分
か
ら
な
い
中
、

先
生
の
こ
の
言
葉
は
、
大
き
な
ヒ
ン

ト
と
な
り
ま
し
た
。
人
付
き
合
い
と

は
、
難
し
い
も
の
。
で
も
、
自
分
か

ら
心
を
開
い
て
話
し
か
け
る
事
で
、

ク
ラ
ス
の
皆
と
う
ち
と
け
る
事
が
で

き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
礼
の
大
切
さ

を
学
園
で
、
も
っ
と
深
く
知
る
事
に

な
り
ま
す
。

私
の
叔
母
も
、
学
園
の
出
身
な
の

で
、「
厳
し
い
よ
」
と
、
い
つ
も
聞

い
て
い
ま
し
た
が
、
こ
ん
な
に
厳
し

「
礼
」の
大
切
さ
学
ぶ

い
と
は
！
校
舎
で
先
生
と
す
れ
違
う

時
は
、
必
ず
一
礼
。
挨
拶
。
校
外
か

ら
の
お
客
様
が
門
か
ら
入
っ
て
こ
ら

れ
た
ら
、
ク
ラ
ブ
活
動
中
で
も
そ
の

手
を
止
め
て
、
一
礼
。
挨
拶
。
礼
儀

と
、
女
性
な
ら
で
は
の
作
法
を
み
っ

ち
り
と
教
わ
り
ま
し
た
。

当
時
は
、
反
感
を
抱
い
た
事
も
あ

り
ま
し
た
が
、
帝
国
女
子
大
学
に
進

学
し
、
社
会
に
出
た
今
、
あ
の
時
の

私
が
な
け
れ
ば
、
現
在
の
仕
事
も

滞
っ
て
い
た
と
思
う
時
が
、
し
ば
し

ば
あ
り
ま
す
。
ラ
ジ
オ
の
仕
事
は
、

リ
ス
ナ
ー
さ
ん
の
元
へ
、
声
だ
け
で

礼
儀
を
届
け
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
女

性
だ
か
ら
こ
そ
出
来
る
礼
儀
を
大
切

に
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

学
園
に
出
か
け
て
、
男
子
の
姿
を

見
る
と
違
和
感
を
感
じ
た
も
の
で
す

が
、
今
年
の
大
阪
国
際
大
学
の
入
学

式
で
司
会
を
さ
せ
て
頂
い
た
時
、
女

子
も
男
子
も
、
こ
れ
か
ら
の
希
望
に

胸
を
膨
ま
せ
て
い
る
表
情
は
、
皆
同

じ
く
輝
い
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

学
園
の
礼
儀
の
大
切
さ
を
重
ん
じ

る
気
持
ち
は
、
こ
れ
か
ら
も
受
け
継

が
れ
て
い
く
と
信
じ
て
い
ま
す
。

大
阪
国
際
女
子
大
学
人
間
科
学
部

社
会
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

年
卒

前
田
幸
子

思
い
返
せ
ば
、

あ
っ
と
い
う
間
の

大
学
生
活
で
あ
っ

た
が
、
毎
日
毎
日

は
と
て
も
濃
密
で
あ
っ
た
。
学
ぶ
楽

し
さ
を
知
り
、

年
間
勉
学
に
励
む

こ
と
が
で
き
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ

は
個
性
的
な
先
生
方
と
の
出
会
い
に

よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

個
人
的
に
は
、

・

回
生
と
お

世
話
に
な
っ
た
木
曽
先
生
の
講
義
が

印
象
深
い
。
時
代
の
流
れ
と
共
に
変

化
し
て
き
た
消
費
者
の
心
理
や
企
業

と
の
関
係
を
学
ぶ
こ
と
は
、
考
え
る

力
を
養
っ
て
く
れ
た
だ
け
で
な
く
、

視
野
を
広
げ
て
く
れ
た
。

ま
た
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
が

仲
間
と
の
出
会
い
で
、
楽
し
く
、
刺

激
を
受
け
て
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
こ

の
よ
う
に
素
晴
ら
し
い
出
会
い
を
授

け
て
く
れ
た
女
子
大
も
、
今
年
で
幕

を
閉
じ
る
。
大
学
で
多
く
の
刺
激
を

受
け
た
よ
う
に
、
自
身
も
刺
激
を
与

え
ら
れ
る
人
間
と
な
れ
る
よ
う
、

日
々
精
進
し
て
い
き
た
い
。

（

月

日
の
卒
業
式
で
代
表
と
し

て
、
同
窓
会
か
ら
記
念
品
の
贈
呈
を

受
け
た
。）

先
生
、仲
間
と
の
出
会
い
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私はオーストラリアのタスマニアのホバートというところ

に、 年の 月の中旬から 月の初旬まで、約 年間留学を

していました。私は寮に住んでいましたが、長期休暇のときは

ホームステイをしました。寮にいた時は、寮にいる留学生と仲

良くなりました。香港とタイとドイツから来ている人が多くい

ました。私はみんなが喋っている言葉に興味を持ち、毎日のよ

うに単語を教えてもらったりしました。

学校では高校 年生の留学生が私しかいなかったので授業を

受けるときは緊張しました。たまに高校 年生や 年生の授業

を受けてみたりしました。しかし私はちゃんとした授業はあま

り受けられずESLという英語のクラスに毎日行っていました。

学期には先生に無理を言って生物のクラスに入れてもらった

りしました。実験をすることが多かったです。先生たちも優し

くしてくれ、充実した学校生活を送ることができたと思いま

す。

週末にはマーケットに行ったり、ご飯を食べに行ったりしま

した。色んな国からの友達に会い、色んな言語をその人たちか

ら習い、すごく楽しい時間を過ごしました。私にとってその経

験は今までの私の人生で最高の忘れられない思い出になりまし

た。

（ 年 月中旬 月初旬 豪・タスマニアのセント・マイ

ケルズ・コリージエイト・スクールに留学）

留学 研修レポート留学 研修レポート

大和田高校英数コース
年 佐古谷 真侑

私の人生で最高の
忘れられない思い出

私は 年前、韓国のソウルから来ました。大阪国際大学に留

学を決めたきっかけは子供の頃、親からよく言われた世の中を

広く見る目を持つためでした。 年の春、日本に初めて来て

大阪国際大学留学生別科に入り、 年間日本語の勉強だけでは

なく、今まで全然知らなかった日本の文化や風土についても、

いろいろ教えてもらいました。その勉強の中でいまだに忘れら

れない思い出は、日本の伝統文化の授業です。中国、台湾、ア

メリカ、カナダ、モンゴル、タイ、韓国、みんな国は異なる

が、日本の文化を習っていくという同じテーマで楽しく体験し

たことは、本当にすばらしいことでした。

そしていろいろな国の学生と友達になり、授業で習った日本

の文化だけではなく、国それれぞれの文化についても教えても

らったことは、私にとって心の宝ものになっています。

こんな良い思い出がきっかけで去年の 月に編入し、今年大

阪国際大学枚方キャンパスの経営情報学部経営情報学科の 回

生になりました。学部生になってから専門的な勉強と仲の良い

日本の友達がいっぱいできたことで、日本での留学がとても楽

しくよりいっそう私の夢をかなえてくれる留学生活を実感して

いる日々です。

（韓国出身、協定校・柳韓大学校より 年度留学生別科入学、

年度より編入学）

大阪国際大学経営情報学部
年次生 沈 玉均

多国の学生との交流宝に
楽しい日本の生活！

エルジェス大学 ト ル コ
カイセリ市エルジェス大学 ト ル コ
カイセリ市

日本語学科のあるトルコ 大学の中でも躍進目覚ましいエルジェス大学

提
携
校
紹
介

提
携
校
紹
介

《
大
阪
国
際
大
学
》

大
阪
国
際
大
学
に
と
っ
て
中
東
で

の
最
初
の
協
定
校
と
な
っ
た
エ
ル

ジ
ェ
ス
大
学
は
、
ト
ル
コ
の
首
都
ア

ン
カ
ラ
の
東
南
部
に
位
置
す
る
人
口

万
人
の
カ
イ
セ
リ
市
に
あ
る
。
カ

イ
セ
リ
市
は
、
富
士
山
に
も
似
た
万

年
雪
を
い
た
だ
く
エ
ル
ジ
ェ
ス
山
の

す
そ
野
に
広
が
っ
て
お
り
、
ロ
ー
マ

時
代
カ
ッ
パ
ド
キ
ア
地
方
の
貿
易
セ

ン
タ
ー
と
し
て
栄
え
た
。
ま
た
町
の

名
称
は
ロ
ー
マ
皇
帝
ユ
リ
ウ
ス
・
カ

中
東
で
初
の
協
定
校
に

中
東
で
初
の
協
定
校
に

学生数 万人超す
世界大学 めざす
国立の総合大学

エ
サ
ル
（

）
か
ら
取
ら
れ
た

歴
史
的
背
景
の
あ
る
町
で
あ
る
。

エ
ル
ジ
ェ
ス
大
学
は

年

に
創
立
。
現
在
で
は

学
部
、

職

業
訓
練
学
校
、

専
門
学
校
、

研

究
所
、
お
よ
び

リ
サ
ー
チ
セ
ン

タ
ー
を
擁
す
る
国
立
総
合
大
学
に
成

長
し
、
学
生
数
も

万
人
を
超
え
る
。

学
科
に
よ
っ
て
は
、
一
年
間
の
外
国

語
予
備
ク
ラ
ス
を
設
け
て
お
り
、
学

部
生
が
少
な
く
と
も
一
つ
の
外
国
語

を
習
得
す
る
こ
と
に
力
を
入
れ
る
な

ど
、
国
際
的
、
近
代
的
な
専
門
知
識

や
教
養
の
あ
る
学
生
を
養
成
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
お
り
、

世
界
大

学

へ
の
道
を
歩
ん
で
い
る
。

年

月
に
締
結
し
た

「
学
生
交
流
に
関
す
る
協
定
書
」
に

よ
り
、
学
生
交
流
が
開
始
。

月
よ

り
、
エ
ル
ジ
ェ
ス
大
学
か
ら
女
子
学

生

人
が
守
口
キ
ャ
ン
パ
ス
の
留
学

生
別
科
で
日
本
語
を
学
習
し
て
い
る
。

彼
女
は

年
度
国
際
交
流
基

金
主
催
の
「
日
本
語
成
績
優
秀
者
研

修
」
参
加
者
と
し
て
来
日
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
優
秀
な
学
生
が
在
籍
す

る
エ
ル
ジ
ェ
ス
大
学
は
日
本
文
学
・

日
本
語
学
科
の
あ
る
ト
ル
コ
の

大

学
の
中
で
も
躍
進
が
目
覚
し
い
こ
と

が
わ
か
る
。
本
学
か
ら
は

年

月
、
人
間
科
学
部
生

人
が
エ

ル
ジ
ェ
ス
大
学
で

週
間
の
日
本
語

テ
ィ
ー
チ
ン
グ
ア
シ
ス
タ
ン
ト
研
修

の
他
、
積
極
的
に
地
域
研
究
や
学
生

交
流
に
努
め
た
。
エ
ル
ジ
ェ
ス
大
学

と
の
交
流
初
年
度
と
し
好
調
な
滑
り

出
し
で
あ
る
。

エ
ル
ジ
ェ
ス
大
学
と
の
協
定
締
結

に
尽
力
し
た
人
間
科
学
部
の
佐
島

隆
教
授
に
よ
れ
ば
、
ト
ル
コ
語
は
日

本
人
に
と
っ
て
は
比
較
的
習
得
し
や

す
い
言
語
と
の
事
。
ま
た
、
シ
ル
ク

ロ
ー
ド
一
帯
は
ト
ル
コ
語
圏
で
あ
り
、

ト
ル
コ
語
を
マ
ス
タ
ー
す
れ
ば
ト
ル

コ
か
ら
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
渡
り
中
国

ま
で
網
羅
で
き
る
ら
し
い
。
本
学
か

ら
は
エ
ル
ジ
ェ
ス
大
学
へ
最
長
一
年

間
の
交
換
留
学
も
で
き
る
。
こ
の

チ
ャ
ン
ス
を
活
か
し
、
ト
ル
コ
留
学

で
世
界
観
を
広
げ
て
い
た
だ
き
た
い
。

（
大
学
・
短
大

国
際
交
流
課

課
長
代
理

小
山

さ
ゆ
り
）

経情学部恒例

「株主総会」

「
ビ
ジ
ネ
ス
ゲ
ー
ム
」
成
果
あ
が
る

「
ビ
ジ
ネ
ス
ゲ
ー
ム
」
成
果
あ
が
る

、

年
次
生

チ
ー
ム
が
発
表

国
際
大
経
営
情
報
学
部
恒
例
「
株

主
総
会
」
が

月

日
、
枚
方
キ
ャ

ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
た
。

参
加
学
生
は
、
市
川
直
樹
ゼ
ミ
、

韓

尚
秀
ゼ
ミ
、
田
窪
美
葉
ゼ
ミ
の

各
チ
ー
ム
及
び
中
井
哲
夫
ゼ
ミ
、
何

成
業
ゼ
ミ
、
岡
本
容
典
ゼ
ミ
、
高
橋

泰
代
ゼ
ミ
か
ら
構
成
さ
れ
る
学
生
グ

ル
ー
プ
も
参
加
し
、
計

チ
ー
ム
。

い
ず
れ
も

、

年
次
生
で
、

年

間
の

ビ
ジ
ネ
ス
ゲ
ー
ム
の
成
果
を
、

株
主
総
会
の
形
を
と
っ
て
発
表
。
社

長
、
営
業
部
長
、
製
造
部
長
、
経
理

部
長
の
役
割
を
演
じ
、
厳
し
い
株
主

か
ら
の
質
問
に
、
時
に
は
堂
々
と
、

時
に
は
ひ
や
汗
を
た
ら
し
な
が
ら
応

え
て
い
た
。

今
回
は
中
国
の
青
島
大
学
と
共
同

で
行
い
、
シ
ェ
ア
率
、
経
常
利
益
率

共
に
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
は

チ
ー
ム
で

あ
っ
た
。

青
島
大
学
か
ら
は
「
こ
の
半
年
は
、

私
に
と
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
勉
強
に
な

り
ま
し
た
。
非
常
に
疲
れ
ま
し
た
が
、

強
い
印
象
が
残
り
ま
し
た
。

つ
に
は
、
週

回
の
勉
強
会
は
、

時
間
が
か
か
り
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん

と
一
緒
に
頑
張
り
、
株
式
総
会
の
経

営
の
様
・
理
念
な
ど
学
校
で
習
わ
な

か
っ
た
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
の
点
は
、
私
の
卒
業
論
文

に
大
変
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

も
う

つ
は
、
こ
の
半
年
で
得
た

経
験
は
グ
ル
ー
プ
の
共
同
作
業
の
お

陰
で
、
集
団
意
識
と
い
う
も
の
が
分

か
っ
て
き
た
だ
け
で
は
な
く
、
ク
ラ

ス
メ
ー
ト
に
つ
い
て
、
院
生
の
先
輩

や
、
日
本
人
留
学
生
と
も
、
い
い
友

達
に
な
り
ま
し
た
」、

「
財
務
と
し
て
こ
の
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
活
動
に
参
加
し
ま
し
た
が
、

部
門
間
の
協
力
の
重
要
さ
を
し
み
じ

み
と
感
じ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
こ
れ
か
ら
社
会
に
出
て

も
同
じ
で
し
ょ
う
。
い
わ
ゆ
る
集
団

意
識
と
い
う
も
の
で
す
。
こ
の
シ
ス

テ
ム
を
発
明
し
た
方
が
す
ご
い
と
思

い
ま
す
し
、
実
際
の
会
社
で
も
役
立

て
る
と
思
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
財

務
上
の
専
門
用
語
を
覚
え
、
私
に

と
っ
て
、あ
り
が
た
い
経
験
で
し
た
」

な
ど
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

ビ
ジ
ネ
ス
ゲ
ー
ム

年間のビジネスゲームの成果を株主総会の形
で発表

大
学
・
短
大

豪
英
語
研
修
〔
ク
イ
ー
ン
ズ
ラ
ン

ド
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ビ
ジ

ネ
ス
・
ア
カ
デ
ミ
ー
（

年

月

日

月

日
）〕大
橋
知
恵（
国
文

）

白
橋

晃
（
経
情

）

陳

（
国

コ
ミ

）

水
田
友
梨
恵
（
同

）

和
田

崇
（
心
コ
ミ

）

古
田
智
美

（
人
健

）

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
英
語
研
修
〔
ク

ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
・
ポ
リ
テ
ク

ニ
ッ
ク
（

年

月

日

月

日
）〕
澤
邊
恵
美

嶋
田
友
加
（
以
上

国
文

）

平
塚
和
美
（
国
コ
ミ

）

浅
田
千
佳

石
束
麻
伊
子

中
野
芙

雪

向
井
裕
香
子
（
以
上
同

）

谷

内
亜
衣

福
島
智
江
（
以
上
人
健

）

タ
イ
・
バ
ン
コ
ク
大
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ワ
ー
ク
研
修
（

年

月

日

日
）
国
場
葉
月

水
野
友
加
里
（
以

上
国
コ
ミ

）

阿
曽
大
和

吉
原
和

人
（
以
上
同

）

牧
野
友
香

森
川

美
幸
（
以
上
人
健

）

大
倉
慎
吾
（
同

）

西
川
拓
也

渡
辺
麻
実

山
田

裕
子
（
以
上
法
政
経

）

浙
江
万
里
学
院
中
国
研
修
（

年

月

日

月

日
）
石
岡
早
代
子
（
心

コ
ミ

）

大
湾
し
の
ぶ

河
合
な
つ

子
（
以
上
国
コ
ミ

）

中
村
義
信
（
経

情

）

武
本

麗
（
国
コ
ミ

）

荒
井
保
貴
（
人
健

）

西
住
雄
大
（
心

コ
ミ

）

西
島
正
啓
（
同

）

日
本
語
教
員
ア
シ
ス
タ
ン
ト
研
修

〔
ベ
ト
ナ
ム
・
ハ
ノ
イ
外
国
語
大
学

（

年

月

日

日
）〕
浅
野
知

恵
子
（
人
健

）

久
保
原
信
幸
（
国

コ
ミ

）
〔
ベ
ト
ナ
ム
・
ハ
ノ
イ
国

際
貿
易
大
学
（

年

月

日

日
）〕
熊
崎
康
平
（
国
コ
ミ

）

馬

場
先
真
弓
（
同

）〔
ベ
ト
ナ
ム
・
ホ

ン
バ
ン
大
学
（

年

月

日

月

日
）〕
稲
本
純
子
（
国
コ
ミ

）

原
田
友
春
（
心
コ
ミ

）〔
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
・
リ
カ
ー
ト
ン
・
ハ
イ

ス
ク
ー
ル
（

年

月

日

月

日
）〕
上
田
奈
緒
美
（
人
健

）

〔
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
・
ク
ラ
イ
ス

ト
チ
ャ
ー
チ
・
ポ
リ
テ
ク
ニ
ッ
ク

（

年

月

日

月

日
）〕
辻

友
美
（
国
コ
ミ

）〔
中
国
・
東
北
大

学
（

年

月

日

日
）〕
北
野

り
え

坂
本
真
理
子
（
以
上
同

）〔
中

国
・
遼
寧
師
範
大
学
（

年

月

奥
田
政
三
教
育
・

奥
田
政
三
教
育
・

研
究
基
金
奨
学
生

研
究
基
金
奨
学
生

（敬称略）

日

日
）〕
沢
地
智
恵
（
人
健

）

荒
川

圭
（
経
情

）〔
韓
国
・
東

洲
大
学
（

年

月

日

月

日
）〕
山
田
菜
緒

柴
田
亜
耶
（
以
上

国
コ
ミ

）〔
韓
国
・
慶
南
情
報
大

学
（

年

月

日

月

日
）〕

川
崎
秋
子
（
同

）〔
ト
ル
コ
・
エ
ル

ジ
ェ
ス
大
学
（

年

月

日

日
）〕
守
本
祐
子
（
同

）

大
石
絵

里
香
（
心
コ
ミ

）

短
大
幼
児
教
育
科

学
科
研
修

〔
豪
・
木
の
実
幼
稚
園
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
（

年

月

日

日
）〕

北
岡
永
李
香

喜
村
輝
代

清
本
時
枝

櫛
田

梓

佐
藤
真
由
子

白
石
知

子

藤
澤
ち
え
み
（
以
上
幼
教

）

大
和
田
高
校

豪
・
ジ
ー
ロ
ン
・
グ
ラ
マ
ー
・
ス

ク
ー
ル（

年

月

日

月

日
）

外
山

大

上
田
高
大

今
井
蓉
子

川
嶋
乃
莉
子
（
以
上

）

英
語
コ
ン
テ
ス
ト
（
敬
称
略
）

大
学
・
短
大

第

回
全
学

（

月

日
）

位

井
上
博
貴
（
国
コ
ミ

）

位

除

茹
蔓
（
留
学
生
別
科
）

位

松
野
は
る
香
（
人
健

）

第

回
全
学

（

月

日
）

ト
ピ
ッ
ク

日
本
は
弱
者
に
や
さ
し

い
社
会
か

様
々
な
人
権
問
題

優
勝

稲
本
純
子
（
国
コ
ミ

）

位

張

慧
（
法
政
経

）

位

松
野
は
る
香
（
人
健

）

大
和
田
中
学

（

月

日
）

入
賞
者

暗
唱
の
部

楳
田
未
菜

南

里
英

中
村
早
希

井
田
真
奈

美

吉
田

凌

谷
中
理
子
（
以
上

）

大
井
戸
菜
月
（

）

土
寄

加
菜
絵
（

）

ス
ピ
ー
チ

岩

紗
也
加

谷
口

彩

瀬
奈
津
美
（
以
上

）

大

前
幸
子

岡
田
倫
奈

川
岸
美
咲

（
以
上

）

年
プ
レ
ゼ
ン
「
日
本
の

ヵ
月
紹

介
」

月
、

月
、

月
、

月
、

月
の
グ
ル
ー
プ

奥
田
政
三
教
育
・
研
究
基
金
へ

「
株
式
会
社
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
ト
ラ
ス
ト
」
か
ら

万
円
の
寄
付

学
園
の
出
資
法
人
で
あ
る
「
株
式

会
社
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
ラ
ス

ト
」
か
ら
、
こ
の
度
、
奥
田
政
三
教

育
・
研
究
基
金
に

万
円
の
寄

付
の
申
し
出
が
あ
り
、
同
基
金
の
運

営
資
金
に
充
当
さ
れ
ま
し
た
。
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大
学
院
経
営
情
報
学
研
究
科

修
士
課
程

木
村

宏
之

（
指
導
教
員

下
條
善
史
）

「

を
用
い
た
フ
ァ
イ
ル
操
作

手
法
の
提
案
」

現
在
、
一
般

的
な

で
採

用
さ
れ
て
い
る

（
グ
ラ

フ
ィ
カ
ル
ユ
ー
ザ
イ
ン
タ
フ
ェ
ー

ス
）
に
あ
る
問
題
点
を
整
理
し
、
そ

れ
を
解
決
す
る
た
め
に
新
し
い
フ
ァ

イ
ル
操
作
手
法
を
提
案
し
た
。

木
村
さ
ん
は
問
題
点
を
次
の
よ
う

に
指
摘
す
る
。「

を
用
い
た

フ
ァ
イ
ル
操
作
手
法
は
、
ド
ラ
イ
ブ
、

フ
ォ
ル
ダ
、
フ
ァ
イ
ル
等
の
概
念
を

ア
イ
コ
ン
化
す
る
こ
と
で
ド
ラ
イ
ブ

の
中
の
フ
ォ
ル
ダ
を
開
け
、
フ
ァ
イ

ル
を
取
り
出
す
と
い
っ
た
一
連
の
動

作
を
マ
ウ
ス
の
み
で
行
う
こ
と
が
可

能
な
た
め
、
そ
れ
以
前
の
製
品
に
搭

載
さ
れ
て
い
た

（
キ
ャ
ラ
ク

タ
ユ
ー
ザ
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス
）
に
比

べ
直
感
的
な
操
作
が
可
能
で
あ
る
。

し
か
し
、

に
よ
り
グ
ラ

フ
ィ
ッ
ク
で
表
示
さ
れ
る
情
報
は
表

示
範
囲
に
限
界
が
あ
り
、
表
示
す
る

画
面
の
制
限
や
人
間
の
認
知
能
力
の

制
限
か
ら
、
一
度
に
表
示
す
べ
き

デ
ー
タ
量
は
制
限
さ
れ
る
と
い
う
問

題
が
あ
る
」。

そ
こ
で
、
無
限
の
解
像
度
を
持
つ

二
次
元
空
間
に
情
報
を
配
置
し
、
拡

大
・
縮
小
を
行
う
こ
と
で
目
的
の
情

報
に
ア
ク
セ
ス
す
る

と
呼
ば

れ
る
手
法
を
用
い
た
フ
ァ
イ
ル
操
作

方
法
、

（
）
を
、
木
村
さ
ん

は
新
た
に
提
案
。
こ
の
方
法
で
は
、

現
実
世
界
の
掲
示
板
の
よ
う
な
存
在

で
あ
る

平
面
に
全
て
の
フ
ァ

イ
ル
を
配
置
し
、
ズ
ー
ム
に
よ
っ
て

全
体
を
な
が
め
た
り
、
興
味
の
あ
る

卒
業
研
究

学
び
の
集
大
成

卒
業
研
究

学
び
の
集
大
成

年年年年
度度度度

大大大大大大
学学学学学学
院院院院院院
とととととと
大大大大大大
学学学学学学
各各各各各各
学学学学学学
部部部部部部
生生生生生生

年
度

大
学
院
と
大
学
各
学
部
生

年
度
卒
業
研
究
が
大
学
院
各
研
究
科
、
大
学
各
学
部
学
科
で

提
出
さ
れ
た
。
テ
ー
マ
に
基
づ
き
、
膨
大
な
資
料
と
格
闘
し
、
指

導
教
員
の
厳
し
い
指
摘
に
は
書
き
直
し
、
発
表
会
で
は
緊
張
の
連

続
と
、
苦
労
の
た
え
な
い
卒
業
研
究
だ
が
、
学
生
た
ち
は
「
や
っ

て
よ
か
っ
た
！
」
と
誰
も
が
言
う
。
今
回
も
数
多
い
力
作
の
中
か

ら
一
部
を
紹
介
す
る
。（
敬
称
略
）

部
分
に
歩
み
寄
っ
て
情
報
を
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
木
村
さ
ん
は
、

さ
ら
に
、
心
理
学
、
認
知
科
学
の
分

野
か
ら
比
較
を
行
い
、
新
し
い
フ
ァ

イ
ル
操
作
手
法
の
利
点
を
述
べ
考
察

を
行
っ
た
。

「
従
来
の
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
型
イ
ン

タ
ー
フ
ェ
ー
ス
を
改
め
る
よ
う
な
研

究
が
で
き
、
満
足
し
て
い
ま
す
。
た

だ
、
現
在
の

が
持
つ
リ
ソ
ー
ス

で
は
動
作
が
難
し
い
の
で
、
こ
れ
か

ら
は
実
用
化
に
向
け
た
研
究
が
で
き

れ
ば
と
思
い
ま
す
」
と
抱
負
を
語
っ

て
く
れ
た
。

経
営
情
報
学
部
経
営
情
報
学
科

川
本

賢

（
指
導
教
員

西
口
義
展
）

「
日
用
品
卸
売
業
の
現
状
と
今
後
の

方
向
性
」

就
職
先
が
、

日
用
品
、
化
粧

品
の
卸
売
業
と

い
う
川
本
さ
ん

は
、
卸
売
業
の
経
営
活
動
に
つ
い
て

述
べ
、
そ
の
仕
組
み
や
将
来
の
あ
る

べ
き
方
向
に
つ
い
て
考
察
し
た
。

「
卒
業
後
の
進
路
で
あ
る
だ
け
で

な
く
、
大
学
の
講
義
で
も
一
番
興
味

を
持
っ
た
内
容
で
し
た
。」
と
い
う

川
本
さ
ん
。

概
要
で
は
、「
卸
売
業
は
今
、
変

革
の
時
期
を
迎
え
て
い
る
。
現
在
の

卸
売
業
界
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
飽
和
状

態
で
、
停
滞
し
て
い
る
。
現
在
の
卸

売
業
の
状
態
を
捉
え
、
発
展
し
て
い

く
に
は
ど
う
し
て
い
く
べ
き
か
を
考

察
し
た
い
。
サ
プ
ラ
イ
ズ
チ
ェ
ー

ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
中
の
卸
売
業

に
つ
い
て
認
識
し
、
卸
売
業
の
果
た

す
役
割
に
つ
い
て
考
察
し
て
、
そ
の

中
で
消
費
者
に
目
を
向
け
た
経
営
活

動
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。」
と
述

べ
て
い
る
。

「
業
界
順
位
の
資
料
が
な
い
な
ど
、

情
報
が
予
想
し
た
よ
り
少
な
か
っ
た

の
で
苦
労
し
ま
し
た
が
、
卒
業
研
究

を
終
え
て
、
今
後
役
に
立
つ
こ
と
も

多
く
あ
り
満
足
し
た
の
と
同
時
に
、

こ
れ
で
大
学
の
最
後
の
研
究
が
終

わ
っ
た
と
い
う
寂
し
さ
も
あ
り
ま
し

た
。」
と
振
り
返
る
。

「
ま
だ
新
入
社
員
な
の
で
、

日

日
を
大
切
に
日
進
月
歩
の
気
持
ち

で
頑
張
り
た
い
で
す
」
と
、
今
後
は

現
実
社
会
で
の
健
闘
を
誓
っ
て
い
る
。

法
政
経
学
部
法
政
経
学
科

西
田

康
孝

（
指
導
教
員

奥

正
嗣
）

「
橋
本
市
が
進
め
て
い
る
市
町
村
合
併

に
つ
い
て
の
考
察
」

行
政
法
に
つ

い
て
学
ぶ
中
で
、

市
町
村
合
併
に

つ
い
て
興
味
を

持
っ
た
西
田
さ
ん
。「
丁
度
、
地
元

の
橋
本
市
が
合
併
す
る
と
い
う
転
換

期
で
あ
り
、
卒
論
の
テ
ー
マ
に
選
び

ま
し
た
。
調
べ
る
こ
と
で
、
市
町
村

合
併
の
良
さ
や
問
題
点
を
知
り
、

様
々
な
こ
と
を
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
地
元
の
知
ら
な
か
っ
た

部
分
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。」
と
振
り
返
る
。

「
知
識
は
ま
だ
ま
だ
浅
い
の
で
、

範
囲
を
絞
り
、
地
域
に
密
着
し
た

テ
ー
マ
を
選
ぶ
こ
と
に
よ
り
、
オ
リ

ジ
ナ
リ
テ
ィ
の
あ
る
研
究
に
仕
上
げ

る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。」
論
文
を
「
近
代
都
市

化
が
進
ん
だ
と
し
て
も
、
橋
本
市
が

『
笑
顔
輝
く
創
造
都
市
』
を
、
高
野

口
町
が
『
集
楽
な
ま
ち
づ
く
り
』
を

目
指
し
て
い
た
こ
と
を
忘
れ
ず
、
自

然
が
残
り
、
地
域
で
は
人
の
ふ
れ
あ

い
が
あ
り
、
ゆ
と
り
の
あ
る
ま
ち
に

な
れ
ば
良
い
と
思
う
。

も
ち
ろ
ん
、
財
政
を
安
定
さ
せ
、

産
業
を
発
展
さ
せ
る
必
要
も
あ
る
。

住
民
投
票
も
な
し
に
市
町
村
合
併
を

す
る
と
判
断
し
た
市
の
行
政
に
は
そ

の
責
が
あ
る
と
も
考
え
る
。
合
併
と

い
う
判
断
が
正
し
か
っ
た
の
か
否
か
。

ま
さ
に
、
こ
れ
か
ら
の
橋
本
市
、
行

政
の
力
が
試
さ
れ
て
い
る
。」
と
結

ん
で
お
り
、
今
後
も
地
元
の
行
方
を

見
守
っ
て
い
く
。

現
代
語
訳
に
し
て
内
容
を
理
解
す
る

と
こ
ろ
が
英
語
と
似
て
い
る
た
め
、

お
も
し
ろ
い
の
で
は
な
い
か
、
と
感

じ
ま
し
た
」。

冊
の
英
訳
『
百
人
一
首
』
と
、

日
本
語
の
解
説
書
を
用
い
、

文
、

詩
全
体
か
ら
見
る
方
法
、

句
、

節
で
見
る
方
法
、

単
語
で
見
る

方
法
で
詳
細
に
分
析
。
そ
の
結
果
、

英
訳
『
百
人
一
首
』
で
は
、
短
歌
の

リ
ズ
ム
や
特
徴
を
表
現
す
る
の
に
、

英
訳
独
自
の
特
徴
に
置
き
換
え
、
英

文
読
者
が
理
解
し
や
す
い
言
葉
に
言

い
換
え
る
な
ど
の
方
法
が
使
わ
れ
て

い
た
。

項
目
、

性
格
検
査
か
ら
劣
等
感

に
関
す
る

項
目
。
以
上

項
目
に

個
人
属
性
を
加
え
た
調
査
を
行
い
分

析
し
た
。
そ
の
結
果
、
マ
イ
ナ
ス
思

考
は
各
尺
度
と
全
体
的
に
関
係
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

男
性
よ
り
女
性
の
方
が
切
り
替
え

が
う
ま
く
で
き
ず
、
反
す
う
思
考
に

陥
り
や
す
い
、
自
尊
心
得
点
は
男
女

差
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
が
、
劣
等
感

得
点
は
女
性
の
方
が
高
い
な
ど
の
結

果
が
出
た
。
そ
し
て
、
さ
ら
に
デ
ー

タ
を
抽
出
し
て
比
較
す
る
と
、
劣
等

感
が
強
い
人
ほ
ど
自
分
に
自
信
が
な

く
、
反
楽
天
的
で
切
り
替
え
が
で
き

な
い
、
反
す
う
思
考
に
陥
り
や
す
い

傾
向
が
あ
る
こ
と
が
明
確
に
な
っ
た
。

「
二
人
で
の
共
同
研
究
だ
っ
た
の

で
、
は
じ
め
は
な
か
な
か
互
い
の
時

間
が
あ
わ
ず
、
取
り
組
み
が
遅
れ
が

ち
で
し
た
が
、
精
一
杯
や
っ
た
お
か

げ
で
、
や
っ
て
よ
か
っ
た
、
と
い
う

達
成
感
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。」と
満
足
の
い
く
も
の
と
な
っ
た
。

人
間
科
学
部
ス
ポ
ー
ツ
行
動
学
科

七
野

由
美
子

（
佐
々
木
弘
志
ゼ
ミ
）

「
全
身
持
久
的
運
動
の
種
目
と
強
度
が

免
疫
応
答
に
与
え
る
影
響
」七

野
さ
ん
は
、

先
行
研
究
で
運

動
に
よ
る
ホ
ル

モ
ン
分
泌
と
筋

損
傷
の
両
方
が
、
免
疫
系
に
変
化
を

生
じ
さ
せ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い

た
の
を
う
け
、
運
動
に
対
す
る
免
疫

応
答
は
、
両
者
の
い
ず
れ
が
よ
り
関

与
す
る
の
か
を
調
べ
、
ま
た
、
免
疫

機
能
を
高
め
る
「
全
身
持
久
的
運
動

の
強
度
と
頻
度
」
を
検
討
し
た
。
方

法
と
し
て
は
、
日
常
の
運
動
の
有
無

で

群
に
分
け
た
被
検
者
に
対
し
、

運
動
の
種
類
、
負
荷
強
度
、
順
序
な

ど
を
変
え
て
厳
密
な
テ
ス
ト
を
実
施

し
、
運
動
に
よ
る
血
中
、
唾
液
中
の

変
化
を
調
べ
た
。

「
苦
労
し
た
こ
と
は
、
被
検
者
を

集
め
る
こ
と
と
、
仕
事
が
休
み
の
日

と
実
験
日
が
重
な
っ
て
い
る
看
護
師

の
方
を
探
さ
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ

た
こ
と
。
ま
た
自
分
の
苦
手
な
分
野

だ
っ
た
の
で
、
実
験
の
デ
ー
タ
が
何

を
示
し
て
い
る
の
か
を
理
解
す
る
た

め
に
、
様
々
な
論
文
を
読
み
ま
し

た
。」
と
七
野
さ
ん
。

人
間
科
学
部
社
会
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
学
科

池
上

貴
子
、
御
手
洗

恵
子

（
指
導
教
員

縄
田
文
子
）

「
飲
食
店
（
学
食
）
に
向
け
た
メ
ニ
ュ
ー

開
発
会
社
の
仕
組
み
づ
く
り
」

不
況
に
よ
る
節
約
の
煽
り
を
受
け
、

苦
戦
を
強
い
ら
れ
て
い
る
中
小
の
飲

食
店
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
、
採
算
が

見
込
め
、
か
つ
、
顧
客
か
ら
の
人
気

が
高
い
業
務
用
レ
シ
ピ
を
提
供
す
る

会
社
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
構
築
。

さ
ら
に
、
国
際
大
守
口
キ
ャ
ン
パ
ス

の
学
食
を
ケ
ー
ス
と
し
て
取
り
上
げ
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
と
そ
の
分
析
か
ら

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
展
開
の
可
能
性

を
検
討
し
て
み
た
。

ま
た
、
顧
客
（
学
生
）
か
ら
の
要

望
が
多
く
、
し
か
も
食
材
の
原
価
計

算
か
ら
導
い
た
収
益
性
が
高
く
、
か

つ
、
低
コ
ス
ト
で
調
理
が
可
能
な
新

メ
ニ
ュ
ー
を
検
討
し
た
。

「
将
来
、
起
業
し
て
何
ら
か
の
ビ

人
間
科
学
部
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
学
科

矢
垰

真
季

（
指
導
教
員

）

「
英
訳
『
百
人
一
首
』
の
特
徴
」

ゼ
ミ
で

年

間
、
翻
訳
の
方

法
や
表
現
に
つ

い
て
学
ん
だ
矢

垰
さ
ん
は
、
日
本
の
古
い
言
葉
や
日

本
独
特
の
風
習
を
ど
の
よ
う
に
英
語

で
表
す
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
疑
問
を

抱
き
、
古
典
に
目
を
向
け
た
。

「
以
前
か
ら
古
典
は
好
き
で
、
日

本
語
で
あ
り
な
が
ら
辞
書
を
使
っ
て

人
間
科
学
部
人
間
健
康
科
学
科

上
田

美
緒
子
、
金
子

貴
恵

（
指
導
教
員

森
津

誠
）

「
マ
イ
ナ
ス
思
考
と
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ

劣
等
感
と
自
尊
心
と
の
関
係

」

「
自
分
た
ち
が
マ
イ
ナ
ス
思
考
に

陥
り
や
す
い
の
で
す
が
、
マ
イ
ナ
ス

思
考
に
な
ら
な
い
人
は
い
る
の
か
な

ど
気
に
な
り
、
こ
の
テ
ー
マ
を
選
び

ま
し
た
。」
と
上
田
さ
ん
、
金
子
さ
ん
。

マ
イ
ナ
ス
思
考
に
陥
り
や
す
い
状
況

や
そ
の
人
の
持
つ
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
反

す
う
思
考
傾
向
が
上
記
の
パ
ー
ソ
ナ

リ
テ
ィ
要
因
と
ど
の
よ
う
に
関
係
し

て
い
る
の
か
を
検
討
、
そ
し
て
マ
イ

ナ
ス
思
考
の
解
決
策
に
つ
い
て
考
察

し
た
。

本
学
学
生

人
（
男
性

人
、
女
性

人
）
に
質
問
紙

調
査
を
実
施
。
調
査
項
目
は
、
先
行

研
究
に
基
づ
く
自
尊
感
情
尺
度

項

目
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
反
す
う
尺
度

ジ
ネ
ス
を
展
開
し
て
み
た
い
と
考
え

て
い
た
の
で
、
そ
れ
に
役
立
つ
よ
う

な
テ
ー
マ
を
設
定
し
ま
し
た
。
今
回

は

学
生

で
あ
る
と
い
う
こ
と
の

強
み
を
考
慮
し
つ
つ
、
汎
用
性
の
あ

る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
構
築
し
て
み

た
い
と
思
い
ま
し
た
。」
と
二
人
。

「
本
サ
ー
ビ
ス
導
入
に
よ
っ
て
、

中
小
の
飲
食
店
は
大
手
チ
ェ
ー
ン
や

企
業
の
傘
下
に
入
ら
な
く
て
も

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
入
手
す
る
こ
と

が
可
能
に
な
る
た
め
、
本
サ
ー
ビ
ス

は
小
規
模
店
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
可

能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
消
費

者
の
立
場
で
は
な
く
て
、
経
営
者
と

し
て
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
し
、
利
益
を

得
る
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
を
把
握
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

経
営
者
に
は
、
よ
か
れ
と
思
う
こ

と
を
全
て
『
す
る
』
以
上
に
、
こ
れ

は
『
し
な
い
』
と
い
う
決
断
が
求
め

ら
れ
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
」
と
語

り
、
将
来
の
起
業
に
向
け
、
礎
を
築

く
研
究
と
な
っ
た
。

ま
た
、「
ど
の
よ
う
な
表
現
を
使

う
か
は
、
翻
訳
者
の
自
由
で
あ
る
」

と
い
う
こ
と
も
確
信
。「
こ
の
研
究
で
、

日
本
独
自
の
文
化
を
他
文
化
の
人
々

に
説
明
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
と

い
う
結
果
を
得
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
、
百
人
一
首
に
は
、
中

学
・
高
校
の
暗
記
テ
ス
ト
の
苦
い
思

い
出
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

今
回
は
じ
っ
く
り
と
歌
に
触
れ
、
そ

の
素
晴
ら
し
さ
、
情
景
や
心
情
を
見

る
こ
と
が
で
き
、
私
自
身
に
と
っ
て

と
て
も
い
い
研
究
が
で
き
た
と
思
い

ま
す
」
と
、
大
学
時
代
な
ら
で
は
の

有
意
義
な
成
果
を
あ
げ
た
。

他
に
も
苦
労
し
た
点
は
多
々
あ
る

が
、
本
研
究
に
よ
っ
て
運
動
に
対
す

る
免
疫
応
答
は
、
ホ
ル
モ
ン
分
泌
よ

り
筋
損
傷
が
よ
り
関
与
す
る
こ
と
、

週

、

回
の
頻
度
で
運
動
を
行
う

こ
と
が
免
疫
系
に
対
し
て
有
効
で
あ

る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で

き
た
。「
こ
の
よ
う
な
研
究
が
で
き

た
の
は
、
協
力
し
て
下
さ
っ
た
被
検

者
の
方
、
た
く
さ
ん
の
友
人
、
知
人
、

そ
し
て
様
々
な
角
度
か
ら
見
守
り
指

導
し
て
下
さ
っ
た
佐
々
木
教
授
の
お

か
げ
だ
と
思
い
ま
す
。
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

」
と
感
謝

し
、
研
究
を
通
し
て
多
く
の
こ
と
を

学
ん
だ
。

国
際
大
法
政
経
学
部
を

年

月

に
卒
業
し
た
児
島
修
一
さ
ん
。
在
学

中
か
ら
、
身
体
障
害
者
自
立
支
援
に

向
け
て
、
自
ら
行
動
を
起
こ
し
、

法
人
『

』
設

立
を
申
請
。
企
業
利
益
を
社
会
福
祉

団
体
へ
還
元
す
る
た
め
、
そ
の
橋
渡

し
を
す
べ
く
、

月
か
ら
は
本
業
と

し
て
活
動
を
始
め
て
い
る
。

「
学
生
生
活
を
送
る
中
で
、
何
か

自
分
で
事
業
を
起
こ
し
た
い
と
ず
っ

と
考
え
て
い
ま
し
た
。

年
次
に
友

人
た
ち
と
資
金
を
出
し
合
い
、
心
斎

橋
で
バ
ー
の
経
営
を
始
め
ま
し
た
が
、

そ
の
間
も
『
起
業
と
は
？
』
と
ず
っ

と
考
え
続
け
、
お
客
さ
ん
た
ち
と
も

話
し
て
い
く
う
ち
に
、
大
事
な
こ
と

は
、
個
人
の
利
益
を
増
や
す
こ
と
で

は
あ
る
が
、
起
こ
し
た
会
社
が
社
会

貢
献
し
な
い
と
意
味
が
な
い
ん
じ
ゃ

な
い
か
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
ん

で
す
。

あ
る
時
、
知
人
の
紹
介
で
、
両
腕

の
な
い
方
と
お
会
い
す
る
機
会
を
得

て
、
健
常
者
で
は
想
像
も
で
き
な
い

よ
う
な
こ
と
で
困
っ
て
お
ら
れ
る
、

家
族
の
負
担
も
非
常
に
大
き
い
と
い

う
こ
と
を
知
り
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま

し
た
。
僕
ら
に
で
き
る
こ
と
は
何

か
？
と
考
え
、
仲
間
と
も
話
し
合
い

を
重
ね
、行
き
着
い
た
と
こ
ろ
は『
福

祉
財
源
』
で
し
た
。
社
会
福
祉
団
体

と
、
企
業
家
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
、
と
い
う
新
し
い
形
を
作
っ
て
い

こ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
」。

現
在
は
、
証
明
写
真
や
自
動
販
売

機
の
売
り
上
げ
の
数
パ
ー
セ
ン
ト
を

身
体
障
害
者
の
施
設
に
送
る
こ
と
を

手
掛
け
て
お
り
、
今
後
も
、
賛
同
を

得
ら
れ
た
企
業
の
商
品
に
協
賛
シ
ー

ル
を
貼
る
な
ど
し
て
、
企
業
に
と
っ

て
も
福
祉
団
体
に
と
っ
て
も
、
ま
た

消
費
者
に
福
祉
意
識
の
高
揚
を
図
り

つ
つ
広
く
普
及
し
て
い
き
た
い
と
の

こ
と
。

「
毎
日
、
企
業
に
理
解
を
求
め
て

説
明
し
て
ま
わ
る
こ
と
は
と
て
も
た

い
へ
ん
。
で
も
、
同
様
の
活
動
を

し
て
い
る

は
他
に
は
あ
っ
て

も
、
年
輩
の
方
ば
か
り
。
僕
達
は
若

さ
と
情
熱
で
動
い
て
い
け
た
ら
と
思
う
。

シ
ー
ル
を
見
て
、
同
じ
世
代
の
人

に
一
人
で
も
多
く
、
身
体
障
害
者
の

存
在
を
意
識
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
、

熱
く
語
る
。

今春、法政経学部卒業の児島さん

障害者支援へNPO法人設立
企業収益の一部を福祉財源に還元
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併
設
校
の
入
学
前
指
導
懇
開
く

併
設
校
の
入
学
前
指
導
懇
開
く

短大って こんな所です短大って こんな所です

教員や先輩が伝授
滝井 大和田 両高生 人が参加

平
成

年

月

日
、
滝
井
高
校

と
大
和
田
高
校
か
ら
、
国
際
大
短
期

大
学
部
に
入
学
す
る
生
徒
た
ち
の
た

め
に
、
併
設
校
入
学
前
指
導
懇
談
会

が
開
催
さ
れ
た
。

参
加
し
た
の
は
、
家
政
科

人
、

幼
児
保
育
学
科

人
、
国
際
文
化
学

科

人
。

学
科
別
に
教
員
や
先
輩
に
あ
た
る

在
学
生
ら
が
、
コ
ー
ス
の
内
容
や
学

生
生
活
な
ど
に
つ
い
て
説
明
。
ま
た
、

併
設
校
の
生
徒
ら
に
は
、
事
前
に
課

題
が
与
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ

発
表
し
た
り
、
講
義
を
受
け
た
り
と
、

短
大
生
へ
の
一
歩
を
一
足
先
に
踏
み

出
し
、
将
来
へ
の
夢
を
ふ
く
ら
ま
せ

て
い
た
。

家
政
科
で
は
、
生
徒
た
ち
は
、
参

考
図
書
を
読
み
「
短
期
大
学
の

年

間
を
ど
の
よ
う
に
過
ご
し
た
い
か
」

を
テ
ー
マ
に
自
分
の
思
い
を
ま
と
め

て
き
た
。

ま
た
、

年
度
か
ら
名
称
変
更
し

た
幼
児
保
育
学
科
で
は
、
保
育
所
や

幼
稚
園
の
採
用
試
験
の
実
技
を
視
野

に
入
れ
、
楽
器
演
奏
・
歌
唱
・
自
作

紙
芝
居
・
創
作
ダ
ン
ス
な
ど
の
演
目

の
中
か
ら

つ
を
選
び
、
発
表
。
ド

キ
ド
キ
し
な
が
ら
教
授
ら
の
指
導
を

受
け
て
い
た
。

国
際
文
化
学
科
は
、
観
光
・
国
際

コ
ー
ス
で
は
「
観
光
立
国
宣
言
」
と

そ
の
戦
略
と
し
て
の
「
ビ
ジ
ッ
ト
・

ジ
ャ
パ
ン
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
に
つ

い
て
、
流
通
・
経
営
コ
ー
ス
、
情

報
・
メ
デ
ィ
ア
コ
ー
ス
で
は
小
冊
子

を
配
布
し
、「
情
報
化
社
会
へ
の
期

待
と
不
安
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
記
述

す
る
と
い
う
課
題
が
そ
れ
ぞ
れ
出
さ

れ
た
。
懇
談
会
当
日
は
、
講
義
や
パ

ソ
コ
ン
の
実
習
が
行
わ
れ
た
。

高
大
垂
直
連
携
の
効
果
あ
が
る

高
大
垂
直
連
携
の
効
果
あ
が
る
滝
井
高

滝
井
高

併設大学・短大
への進学ふえる
選択科目の開講も一助に

卒 業 年 度 平成 年度（ 期生）

進 学

総 数 人 ％

大 学
内 部 人

％
人（ ％）

外 部 人（ ％）

短 大
内 部 人

％
人（ ％）

外 部 人（ ％）

専門学校
高 看

人
％

人（ ％）
准 看 人（ ％）
その他 人（ ％）

その他
浪 人 人（ ％）
留 学 人（ ％）

就 職

総 数 人 ％
事務職 人 ％
販 売 人 ％
技 能 人 ％
その他 人 ％

その他 家事手伝・フリーター 人 ％
卒業者数 人

滝井高校 平成 年度卒業生 進学状況

滝
井
高
校
か
ら
併
設
の
国
際
大
・

短
大
へ
の
進
学
に
関
し
て
は
、

年

度
か
ら
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
コ
ー
ス
に
お

い
て
、
高
大
垂
直
連
携
の
選
択
科
目

が
開
講
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、

％

と
例
年
よ
り
も
高
い
割
合
を
示
し
た
。

大
学
と
短
大
と
に
分
け
て
見
る
と
、

短
大
へ
の
進
学
者
、
特
に
「
幼
児
保

育
学
科
保
育
コ
ー
ス
」
へ
の
希
望
者

が
高
い
割
合
を
占
め
て
い
る
。
滝
井

高
校
に
お
い
て
は
、

年
度
入
学
生

よ
り
チ
ャ
イ
ル
ド
ケ
ア
コ
ー
ス
が
新

設
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
今
後
も

「
保
育
コ
ー
ス
」
が
内
部
進
学
、
垂

直
連
携
の
中
心
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

外
部
へ
の
進
学
に
関
し
て
は
、
併

設
大
学
へ
の
内
部
進

学
と
は
逆
に
、
大
学

へ
の
進
学
者
の
割
合

の
ほ
う
が
高
い
。
外

部
の
短
期
大
学
へ
の

進
学
者
は
、
昨
年
、

今
年
と
も

％
を
下

回
っ
て
い
る
。
卒
業

生
全
体
と
し
て
の
比

率
は
短
期
大
学
の
方

が
高
い
の
で
、
短
期

大
学
へ
の
進
学
希
望

者
の
大
半
が
内
部
に

進
学
し
、
大
学
を
目

指
す
者
は
外
へ
目
を

向
け
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

外
部
へ
の
進
学
で
目
立
っ
た
と
こ
ろ

で
は
、
同
志
社
大
学
・
龍
谷
大
学
・

京
都
産
業
大
学
・
京
都
外
国
語
大

学
・
関
西
外
国
語
大
学
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
る
。

ま
た
、
こ
の
学
年
は
第

学
年
か

ら
看
護
コ
ー
ス
を
設
定
し
た
こ
と
も

あ
り
、
高
等
看
護
専
門
学
校
へ
の
進

学
の
割
合
が
大
き
く
伸
び
た
。
絶
対

数
は
そ
う
多
く
は
な
い
が
、
率
と
し

て
は
前
年
の

・

％
に
対
し
て
今

年
は

・

％
で
あ
っ
た
。

家
事
手
伝
い
・
フ
リ
ー
タ
ー
の
割

合
が
増
え
て
い
る
の
は
、
進
路
指
導

部
と
し
て
特
に
危
惧
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
点
で
あ
る
。
中
で
も
、
フ

リ
ー
タ
ー
に
す
ら
な
ら
な
い
者
へ
の

指
導
は
今
後
の
重
要
な
課
題
の
一
つ

だ
と
思
わ
れ
る
。

（
滝
井
高
校

進
路
部

南
田
吉
信
）

介
護
栄
養
食
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

やややややや
っっっっっっ
たたたたたた
ネネネネネネ

人人人人人人
にににににに
修修修修修修
了了了了了了
証証証証証証

や
っ
た
ネ

人
に
修
了
証

大
学
・
短
大

企
業
と
共
催

講
義
や
実
習
ク
リ
ア
ー

高
齢
化
社
会
へ
の
対
応
と
し
て
、

「
介
護
食
」
へ
の
注
目
が
高
ま
る
中
、

「
介
護
栄
養
食
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
の

研
修
が
、
大
学
・
短
大
と
松
下
電
工

エ
イ
ジ
ン
グ
フ
リ
ー
株
式
会
社
（
門

真
市
）
と
の
共
催
で
行
わ
れ
た
。

「
介
護
栄
養
食
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」

と
は
、
噛
む
（
咀
嚼
）
・
飲
み
こ
む

（
嚥
下
）
力
に
合
わ
せ
て
、
お
い
し

く
、
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
栄
養
を
と
る

た
め
の
食
事
を
指
導
す
る
人
の
こ
と
。

介
護
予
防
を
目
的
と
し
、
食
事
と
栄

養
を
ど
う
と
ら
え
た
ら
よ
い
の
か
を

実
習
中
心
に
行
う
と
い
う
も
の
で
、

年

月
か
ら
翌
年

月
に
か
け
て

の
土
曜
日
、
大
学
・
短
大
を
会
場
に

一
般

人
を
対
象
に
開
催
さ
れ
た
。

研
修
費
用

円
で
、
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
は
「
高
齢
者
の
身
体
状

況
」「
食
事
計
画
」
な
ど
の
講
義
が

日
間
、
高
血
圧
症
、
糖
尿
病
な
ど

症
例
に
あ
わ
せ
た
食
事
の
調
理
実
習

や
「
介
護
基
本
技
術
」「
ま
わ
し
献

立
、
レ
ン
ジ
を
使
っ
た
ス
ピ
ー
ド
料

理
」
な
ど
、
実
用
的
な
内
容
で
、

訪
問
介
護
員
な
ど
介
護
を
職
業
に
す

る
人
だ
け
で
は
な
く
、
家
族
の
介
護

に
携
わ
る
人
、
高
齢
者
自
身
な
ど
の

ニ
ー
ズ
に
十
分
応
え
る
内
容
。

受
講
者
ら
は
、
「
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
利
用

者
の
中
に
は
色
々
な
病
気
の
方
が
お

ら
れ
、
食
事
作
り
に
何
か
役
立
つ
の

で
は
な
い
か
と
思
い
参
加
し
ま
し

た
」「
家
族
の
介
護
の
た
め
。
ま
た

将
来
人
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
に
」

な
ど
、
様
々
な
動
機
で
応
募
。
質
問

も
多
く
非
常
に
活
発
な
研
修
と
な
っ

た
。講

師
は
、
大
学
・
短
大
の
調
理
栄

養
関
係
の
教
員

人
が
務
め
、

月

日
の
研
修
終
了
時
に
は
、
大
学
・

短
大
の
修
了
証
が
渡
さ
れ
た
。

大和田高

国
公
立
大
合
格

人
超
す

関
関
同
立

過
去
最
高
で

人
に

平成 年度（数字は人数）

進路先 英数 比率 国教 比率 計 比率

大学

短大

高等看護

その他の専門学校

就職

未定・浪人・家事等

計

在籍

大
和
田
高
校
は
今
年
、
初
の
男
子

卒
業
生
を
送
り
出
し
、
共
学
校
と
し

て
の
実
績
が
問
わ
れ
る
年
と
な
っ
た
。

幸
い
に
も
、
神
戸
大
学

名
合
格
を

は
じ
め
、
大
阪
外
国
語
大
学
、
大
阪

市
立
大
学
、
京
都
府
立
大
学
、
京
都

工
芸
繊
維
大
学
な
ど
、
国
公
立
大
学

の
合
格
が

人
を
数
え
た
。
本
校
は

理
数
コ
ー
ス
も
立
ち
上
げ
、
国
公
立

大
学
進
学
者
の
大
幅
増
を
目
指
し
て

お
り
、

年
度
の
卒
業
生
の
結
果
は

大
き
な
励
み
と
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。

私
立
大
学
に
関
し
て
は
、
関
関
同

立
の
合
格
数
が

人
（
関
西
大

、
関
西
学
院
大

、
同
志
社
大

、

立
命
館
大

）
と
過
去
最
高
と
な
っ

た
。
関
西
大
学
の
合
格
数
は
年
々
、

確
実
に
伸
び
て
い
る
が
、
今
年
は
立

命
館
大
学
の
合
格
数
が
飛
躍
的
に
増

加
し
た
。

産
近
甲
龍
の
合
格
数
は

人
（
京

都
産
業
大

、
近
大

、
甲
南
大

、

龍
谷
大

）
で
、
特
に
近
畿
大
学
は

か
つ
て
な
い
合
格
数
と
な
っ
て
い
る
。

逆
に
、
共
学
化
の
結
果
と
し
て
、
従

来
人
気
の
あ
っ
た
女
子
大
学
、
外
国

語
系
大
学
は
受
験
者
数
自
体
が
減
少

し
て
い
る
。

学
部
傾
向
と
し
て
は
、
立
命
館
大

学
の
理
工
学
部
を
は
じ
め
、
理
系
の

合
格
が
出
始
め
た
の
が
喜
ば
し
い
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、

年
度
入
試
の

成
果
は
、
大
和
田
高
校
に
と
っ
て
重

要
な
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ

た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

こ
れ
か
ら
も
、
男
女
共
学
の
進
学

校
を
目
指
し
て
の
一
層
の
飛
躍
が
望

ま
れ
る
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
大
阪
国

際
大
学
に
は

人
、
短
期
大
学
部
に

は

人
が
進
学
し
た
。

（
大
和
田
高
校
進
路
部

主
任

佐
々
木

律
子
）

資
格
取
得
に
よ
る
表
彰

大学・短大

（
敬
称
略
）

平
成

年
度
後
期

【
枚
方
キ
ャ
ン
パ
ス
】

国
際
大

賀

偉

邱

月
（
以
上
経
情

）

門
野
将
大

小
嶋
貴
仁
（
以
上
同

）

松
本
紗
世
子
（
同

）

鵜
飼

梓

（
法
政
経

）

南

亜
由
美
（
経
情

）

多
田
茉
里
（
法
政
経

）

武

田
真
樹

張

慧
（
以
上
同

）

石

川
広
明

金
山
明
生

片
桐
隆
司

貴

島
和
哉

木
下
勝
俊

南

徹
哉

西

村
飛
呂
志

野
村
慎
吾

大
塚
一
馬

田
中
哲
也

若
林

悠
（
以
上
経
情

）

父
川
景
造

石
井
啓
太
（
以
上
同

）

西
山
圭
子

堤
し
の
ぶ
（
以
上
同

）

大
塚
秀
範
（
法
政
経

）

【
守
口
キ
ャ
ン
パ
ス
】

女
子
大

李

春
愛
（
国
コ
ミ

）

和
多
唱
子

（
人
健

）

長
井
志
保
（
社
コ
ミ

）

国
際
大

松
野
は
る
香
（
人
健

）

張

国
輝

陳

鴻
輝
（
以
上
国
コ
ミ

）

石

束
麻
伊
子

西
川
沙
織
（
以
上
同

）

原
田
友
春
（
心
コ
ミ

）

井
上
博

貴

金

京
里

辻
本
福
子

南

正

人
（
以
上
国
コ
ミ

）

短
大

木
村

優
（
幼
教

）

藤
田
真
美
（
同

）

田
中
美
奈
（
国
文

）

課
外
活
動
奨
励
者
表
彰

大学・短大

（
敬
称
略
）

平
成

年
度
後
期

【
枚
方
キ
ャ
ン
パ
ス
】

国
際
大

軟
式
野
球
部
〔
第

回
全
日
本
大
学
選

手
権
準
優
勝
〕

片
山

潤
（
経
情

）

〔
第

回
全
日
本
大
学
軟
式
野
球
選
手

権
敢
闘
賞
〕

武
田
憲
明
（
法
政
経

）

〔
第

回
西
日
本
大
学
軟
式
野
球
選
手

権
敢
闘
賞
〕

江
田
皓
哉
（
同

）〔
ブ

ラ
ジ
リ
ア
ン
柔
術

ア
マ
チ
ュ
ア

オ
ー
プ
ン
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
関
西
大
会
ア

ダ
ル
ト
白
帯
プ
ル
ー
マ
級

位
〕

小

林
直
樹
（
経
情

）〔
パ
ソ
コ
ン
の

性
能
を
計
測
す
る
ベ
ン
チ
マ
ー
ク

ソ
フ
ト
「

」
お
よ
び
、

軽
量
な
が
ら
も
半
透
明
表
示
が
可
能
な

ブ
ラ
ウ
ザ
「

」
を
作
成
し
雑
誌
掲
載
〕

【
守
口
キ
ャ
ン
パ
ス
】

国
際
大

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
〔
第

回
西
日
本
大

学
選
手
権

位
、
第

回
関
西
学
生
新

人
戦
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
大
会
優
勝
〕

女

子
陸
上
競
技
部
〔
第

回
西
日
本
学
生

対
校
選
手
権
女
子
ト
ラ
ッ
ク
の
部

位
、

第

回
関
西
学
生
対
校
選
手
権
女
子
混

成
競
技
の
部

位
、
第

回
大
阪
学
生

対
校
選
手
権
女
子
総
合
の
部

位
・
女

子
ト
ラ
ッ
ク
の
部

位
・
女
子
フ
ィ
ー

ル
ド
の
部

位
、
第

回
西
日
本
学
生

対
校
選
手
権

リ
レ
ー

位
、
第

回
関
西
学
生
学
年
別
選
手
権

同

位
、
第

回
大
阪
学
生
対
校
選
手

権
同

位
、
第

回
近
畿
選
手
権
同

位
、
大
阪
陸
上
カ
ー
ニ
バ
ル
同

位
〕

女
子
大

加
茂
有
希
子
（
ス
ポ

）〔
第

回
日

本
学
生
陸
上
競
技
対
校
選
手
権

位
、
第

回
西
日
本
学
生
対
校
選

手
権

・

位
、
第

回
関
西
学
生
対
校
選
手
権

・

位
、
第

回
大
阪
学

生
対
校
選
手
権

・

位
（
大
会
新
）、
同
大
会
最
優
秀
選
手
賞
、

第

回
近
畿
選
手
権

・

位
〕

長
谷
川
早
希
（
同
）〔
シ

ン
ク
ロ
ナ
イ
ズ
ド
ス
イ
ミ
ン
グ
・
ス
イ

ス
オ
ー
プ
ン
大
会
日
本
代
表
チ
ー
ム
出

場
、
チ
ー
ム
種
目
・
フ
リ
ー
ル
ー
テ
ィ

ン
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
種
目
優
勝
、
北

京
五
輪
強
化
指
定
選
手
強
化
合
宿
参

加
〕

佐
々
木

梓
（
同
）〔

年
世
界
大
会
に
向
け
た

年

度
女
子
ラ
ク
ロ
ス
日
本
代
表
候
補
選
手

強
化
合
宿
参
加
〕

槌
谷

優（
同
）〔
第

回
西
日
本
大
学
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

学

連
男
女
選
抜
対
抗
戦
関
西
選
抜
出
場
、

大
阪
府
学
生
選
抜
上
海
遠
征
参
加
〕

松
村

歩
（
同
）〔
第

回
世
界
女
子

大
学
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
日
本
代
表

出
場
し

位
、
第

回
西
日
本
大
学
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
敢
闘
賞
〕

国
際
大

児
玉
里
穂
（
同

）〔
第

回
日
本
学

生
陸
上
競
技
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
権
走
高
跳

位
、
第

回
西
日
本
学
生
対
校
選
手

権

位
、
第

回
関
西
学
生
対
校
選
手

権

位
、
第

回
近
畿
選
手
権

位
〕

木
村
雅
世
（
同

）〔
大
阪
府
学
生

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
抜
上
海
遠
征
参
加
〕

中
村
か
お
り
（
同

）〔
同
〕

藤

田

恵
（
同

）〔
関
西
学
生
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
リ
ー
グ
春
季
・
秋
季

部
ベ
ス

ト
プ
レ
ー
賞
〕

短
大

宮

幸
代
（
幼
教

）〔
第

回
ア
ジ

ア
女
子
ジ
ュ
ニ
ア
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選
手

権
日
本
代
表
出
場
し
優
勝
、
第

回
関

西
学
生
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
春
季

部
ホ
ー
ム
ラ
ン
賞
、
兵
庫
県
成
年
女
子

代
表
で
予
選
大
会
優
勝
し
第

回
国
民

体
育
大
会
出
場
〕

辻

恵
理
子
（
同

）〔
第

回
ア
ジ
ア
女
子
ジ
ュ
ニ
ア

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
日
本
代
表
出
場

し
優
勝
〕

池
内
真
梨
子（
家
政

）〔
大

阪
府
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
抜
上
海
遠

征
参
加
〕

大和田高校 平成 年度卒業生 進学状況



第39号 GLOBAL MIND（学報） 平成17年（2005年）5月31日（火曜日）（6）

本
書
は
、
京
都
大
学
大
学
院
教
授

加
藤

剛
氏
を
中
心
と
す
る
共
同
研

究
の

年
間
の
成
果
で
あ
り
、

人

の
著
者
が
各
自
担
当
す
る
東
南
ア
ジ

ア

ヵ
国
、

編
の
論
文
か
ら
構
成

さ
れ
て
い
る
。
本
書
は
、
世
界
で
も

最
も
エ
ス
ニ
ッ
ク
的
に
複
雑
な
構
成

を
持
つ
地
域
で
あ
る
東
南
ア
ジ
ア
を

全
体
と
し
て
一
つ
に
束
ね
よ
う
と
す

る
特
色
で
際
立
っ
て
い
る
。

何
は
と
も
あ
れ
、
本
書
の
全
編
か

ら
「
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
」
の
匂
い

が
プ
ン
プ
ン
と
漂
っ
て
く
る
の
は
、

我
々
文
化
人
類
学
徒
に
と
っ
て
喜
ば

し
い
。
し
か
し
、
各
著
者
の
関
心
や

視
点
が
目
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
る
本
書

は
、
決
し
て
読
み
や
す
く
は
な
か
ろ

う
。
た
だ
、
猛
ス
ピ
ー
ド
で
目
下
変

容
し
つ
つ
あ
る
東
南
ア
ジ
ア
の
「
動

態
」
の
一
端
で
も
触
れ
る
た
め
に
は
、

こ
の
程
度
の
「
車
酔
い
」
は
避
け
て

通
れ
ま
い
。

本
書
の
第

章
で
は
、
本
学
の
経

営
情
報
学
部
助
教
授
小
瀬
木
え
り
の

氏
が
「
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
産
織
物
ニ
ピ

ス
の
文
化
的
意
味
変
容
を
め
ぐ
っ

て
」
と
題
す
る
論
陣
を
張
っ
て
い
る
。

小
瀬
木
氏
は
、
女
性
ら
し
い
感
性
を

研
ぎ
澄
ま
し
て
「
ニ
ピ
ス
」
と
い
う

フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
の
特
産
織
物
の
技

大阪国際大学経営情報学部
助教授

小瀬木えりの（共著）

BOOK

術
・
生
産
の
変
遷
を
丁
寧
に
辿
り
な

が
ら
、
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
社
会
の
文
化

変
容
、
フ
ィ
リ
ピ
ー
ノ
の
「
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
」
の
変
化
を
見
事
に
浮

か
び
上
が
ら
せ
て
い
る
。

彼
女
の
手
法
は
確
か
で
、
分
か
り

や
す
い
。
車
酔
い
を
辛
抱
し
て
本
書

と
付
き
合
う
と
、
結
局
、
東
南
ア
ジ

ア
の
相
対
的
な
変
容
の
先
に
、
こ
の

地
域
の
「
周
縁
」
地
域
こ
そ
が
活
性

化
の
鍵
を
握
っ
て
い
る
と
い
う
一
つ

の
結
論
が
見
え
て
く
る
。
た
だ
研
究

対
象
が
全
て
周
縁
地
域
に
集
中
す
る

の
は
決
し
て
偶
然
で
は
あ
る
ま
い
。

著
者
全
員
が
得
意
と
す
る
「
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
手
法
」
の
限
界
で
は
な

か
ろ
う
か
。

こ
れ
に
続
く

冊
目
の
本
に
お
い

て
は
、「
中
心
と
周
縁
」を
め
ぐ
る「
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
ス
」
そ
の
も
の
を
真
正

面
か
ら
凝
視
し
て
東
南
ア
ジ
ア
の
全

体
的
な
将
来
像
の
変
容
の
方
向
性
を

我
々
に
是
非
教
え
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
う
の
は
、
筆
者
の
勝
手
な
願
い

で
あ
ろ
う
か
。

（
書
評

国
際
大
法
政
経
学
部
教
授

山
本
勇
次
）
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『
変
容
す
る

東
南
ア
ジ
ア
社
会

民
族
宗
教
文
化
の
動
態

』

（
め
こ
ん
、

年
）

円

税

新
刊

国
際
大

『
言
葉
と
社
会
』
ス
ポ
行
教
授

浅
香

佳
子

共
著

鳳
出
版

円

『
日
英
・
英
日
翻
訳
』
同
編
、
同
教
授

高
田
英
樹
、
国
コ
ミ
教
授

共
著

大
阪
国
際
大
学
限
定

版

非
売
品

『
心
理
臨
床
大
事
典

改
訂
版
』
心
コ

ミ
講
師

青
野
明
子

共
著

培
風
館

円

『
新
・
食
文
化
入
門
』
人
健
教
授

南

直
人

共
編

弘
文
堂

円

『
プ
ラ
ク
テ
ィ
カ
ル
ジ
ー
ニ
ア
ス
英
和

辞
典
』
経
情
教
授

畠
山
利
一

共
著

大
修
館
書
店

円

『
現
代
宗
教
事
典
』
経
情
教
授

三
木

英

共
著

弘
文
堂

円

『
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究

対
話
・
共
感
・
共
存

』
国
際
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
編
集
委
員
会

編

大
阪
国
際
大
学
人
間
科
学
部
国
際
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

円

『
心
理
臨
床
大
事
典

改
訂
版
』
心
コ

ミ
講
師

青
野
明
子

共
著

培
風
館

円

大阪国際学園
CALENDAR

大阪国際大学
大阪国際大学短期大学部

前期終講
補講
前期試験
集中講義
追・再試験
集中講義
後期開講
大学祭（枚方）
大学祭（守口）
後期中断（ ）

大阪国際滝井高等学校
授業参観、後援会総会
撫子会（同窓会）総会
前期中間考査
教育実習
保護者会（ ）（ 、国際 、 ）
修学旅行（北海道）（ ）
（豪）（ ）
就職保護者会（ ）
修学旅行（加）（ ）
保護者会（ ）（普通 ）
コーラス大会
夏季休業（ ）
前期期末考査（ ）
前期終業式
秋季休業（ ）
特別保護者会（ ）
後期始業式
文化祭（ ）
英語合宿（国際）（ ）
科・コース別行事
芸術鑑賞
教務ガイダンス（ アカデミック
コース）
後期中間考査（ ）
保護者会（ ）（ 、 ）
冬季休業（ ）

大阪国際大和田高等学校
大阪国際大和田中学校

体育祭
人権研修（高校）、生徒会前期役
員認証式（中学）
保護者会（ ）（高校）、授業参
観・保護者会（中学）
人権研修（中学）
PTA合同委員会
生徒会前期役員認証式（高校）
期末考査（ ）（高校 国際、
教養）
期末考査（中学）（ ）
期末考査（高校）（ ）
林間（ ）（中学 、 ）
仕事館（中学 ）
英語セミナー（ ）（中学 ）
終業式
・ 年学習合宿（ ）（高校
・ 、中学 ）

始業式
芸術鑑賞
PTA合同委員会
文化祭（高校）
男子球技大会（高校）
文化祭（中学）
合同集会
PTA合同委員会・懇親会
中間考査（ ）（高校）
中間考査（ ）（中学）
避難訓練
人権研修（高校）
郊外学習（高校 ・ 、中学）
保護者会（ ）
生徒会後期役員認証式
期末考査（ ）（高校）、（ ）
（中学）
人権研修（高校）、教員人権研修（中
学）
北河内音楽祭
イングリッシュフェスティバル
（中学）
スケート実習（中学）
終業式
男子スキー講習（ ）（高校）
始業式

大阪国際大和田幼稚園
親子遠足
音楽発表会
水遊び開始
個人懇談会（ ）
終業式
夏季保育（ ）
夏季保育（ ）
始業式
運動会
園外保育（おいもほり）
作品展
お楽しみ会
終業式
始業式

毎月第 、 木曜日 トドラーデー（園
庭開放・創作活動・お話）

大阪国際学園
CALENDAR

大阪国際大学
大阪国際大学短期大学部

大阪国際滝井高等学校

大阪国際大和田高等学校
大阪国際大和田中学校

大阪国際大和田幼稚園

最最最最最最最最最
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最
後
の
「
グ
ロ
ー
バ
ル
マ
イ
ン
ド
賞
」
決
ま
る

グランプリ 池本珠莉さん
岡山県立岡山朝日高 年

審査員、受賞作高く評価

第 回グローバルマインド賞第 回グローバルマインド賞

優秀論文審査結果優秀論文審査結果
テーマ

（敬称略）

「世界の中の日本と私」

グランプリ賞
「スウェーデンで知った、

環境後進国日本」
岡山県 県立岡山朝日高校 年
池本 珠莉

準グランプリ賞
「真の国際人とは？」
宮崎県 県立都城泉ヶ丘高校 年
丸野 遥香

毎日新聞社賞
「勉強したい、でもその前に…」
東京都 東京文化高校 年
角田 巴奈

佳作
「守るための国際化」
愛知県 滝高校 年
大澤 苑美

「真の国際化を目指して」
富山県 県立高岡南高校 年
成瀬 万希子

「長崎の高校生を見て」
長崎県 市立長崎商業高校 年
岩岡 由紀

「今、国際貢献のために」
愛知県 清林館高校 年
吉田 真実

「世界で活躍する
『義肢装具士』」

大阪府 大阪国際大和田高校 年
高地 恵美

「真の日中友好のために」
東京都 早稲田大学高等学院 年
古賀 翔平

「私達にできること」
山形県 県立米沢興譲館高校 年
濱田 瑞貴

国
際
社
会
へ
の
理
解
と
豊
か
な
心

を
持
つ
国
際
人
の
育
成
を
願
っ
て
、

大
阪
国
際
大
学
の
開
設
を
機
に
始
め

た
高
校
生
論
文
コ
ン
ク
ー
ル
も
、
昨

年
度
で

回
目
を
迎
え
、
通
算

万

千
点
を
超
え
る
論
文
を
頂
戴
し
た
。

今
般
、
学
校
関
係
や
企
業
の
論
文

や
エ
ッ
セ
イ
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
の
取

り
組
み
が
活
発
と
な
り
、
長
年
続
け

て
き
ま
し
た
本
学
園
の
社
会
貢
献
も

大
き
く
実
を
結
ん
だ
こ
と
を
機
に
、

こ
の
役
割
を
後
人
に
譲
る
こ
と
と
し

て
、
今
年
度
以
降
の
本
論
文
コ
ン

ク
ー
ル
を
休
止
す
る
こ
と
と
な
り
、

全
国
の
高
等
学
校
に
ご
支
援
に
対
す

る
感
謝
と
あ
わ
せ
て
通
知
さ
れ
た
。

現
在
、
各
界
か
ら
高
く
評
価
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
な
新
た
な
社
会
貢

献
の
場
を
模
索
中
で
あ
る
。

最
後
の
第

回
高
校
生
論
文
コ
ン

ク
ー
ル
・
グ
ロ
ー
バ
ル
マ
イ
ン
ド
賞

の
最
終
審
査
が

月

日
に
行
わ
れ
、

グ
ラ
ン
プ
リ
賞
ほ
か
受
賞
作
品
が
決

定
し
た
。

グ
ラ
ン
プ
リ
賞
は
、
池
本
珠
莉
さ

ん（
岡
山
県
立
岡
山
朝
日
高
校

年
）

の
「
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
知
っ
た
、
環

境
後
進
国
日
本
」
に
決
ま
っ
た
。
準

グ
ラ
ン
プ
リ
賞
に
は
、
丸
野
遥
香
さ

ん
（
宮
崎
県
立
都
城
泉
ケ
丘
高
校

年
）
の
「
真
の
国
際
人
と
は
？
」。
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朝
鮮
半
島
の
動
き
ど
う
読
む

第

回
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
く

第

回
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
く

氏
講
演

現
状
、
問
題
点
な
ど
解
説

人参加

大
学
国
際
関
係
研
究
所
の
第

回

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が

年

月

日
、「
朝
鮮
半
島
の
政
治
経
済
の
動

向
と
米
国
の
ア
ジ
ア
政
策

朝
鮮
半

島
の
動
き
を
ど
う
読
む
か

」
を

テ
ー
マ
に
開
か
れ
た
。
参
加
者

人
。回

目
以
降
、
綿
業
会
館
を
会
場

に
開
か
れ
て
き
た
が
、
今
回
は
北

区
・
東
洋
ホ
テ
ル
。

講
師
は
産
経
新
聞
ソ
ウ
ル
支
局
長

黒
田
勝
弘
氏
、
防
衛
研
究
所
統
括
研

究
員
の
近
藤
重
克
氏
、
本
学
経
営
情

報
学
部
宇
山

博
教
授
。
黒
田
氏
は
、

ソ
ウ
ル
在
住

年
に
及
ぶ
。「
最
近

の
朝
鮮
半
島
の
政
治
情
勢
」
と
題
し
、

韓
国
有
力
者
に
知
己
が
多
く
、
積
極

的
に
展
開
さ
れ
て
い
る
言
論
活
動
や

反
応
な
ど
を
生
々
し
く
報
告
さ
れ
た
。

つ
い
で
宇
山
教
授
が
「
近
年
の
韓
国

経
済
の
展
開
」
と
題
し
て
講
演
。
現

政
権
の
経
済
政
策
、
韓
国
経
済
の
問

題
点
、
日
韓
経
済
関
係
の
現
状
と
今

後
に
つ
い
て

な
ど
に
つ
い
て
分
析

す
る
と
と
も
に
わ
か
り
や
す
く
解
説
。

近
藤
氏
は
、
元
本
学
教
授
。「
米

国
の
ア
ジ
ア
政
策
の
展
開
」
を
テ
ー

マ
に
、
ブ
ッ
シ
ュ
政
権

期
の
方
向
、

米
国
は

・

後
の
世
界
を
ど
う
見

て
い
る
の
か
、
米
国
か
ら
見
た
東
ア

ジ
ア
の
安
全
保
障
環
境
や
日
米
安
全

保
障
関
係
の
今
後

と
多
岐
に
わ

た
っ
て
講
演
さ
れ
た
。
人
柄
そ
の
ま

ま
に
、
淡
々
と
し
た
口
調
な
が
ら
冷

静
に
多
角
的
に
分
析
し
、
核
心
を
つ

く
論
理
展
開
で
会
場
の
聴
衆
を
魅
了

し
た
。

質
疑
応
答
は
予
定
時
間
を
大
き
く

オ
ー
バ
ー
す
る
ほ
ど
、
鋭
い
質
問
や

突
っ
込
ん
だ
質
問
が
相
次
い
だ
。

ま
た
、

月

日
に
は
、
日
韓
学

術
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代

に
お
け
る
地
域
と
大
学
」
が
開
催
さ

れ
た
。

韓
国

園
大
学
校
と
の
学
術
協
定

締
結
を
記
念
し
て
同
大
学
ア
ジ
ア
文

化
研
究
所
と
本
学
国
際
関
係
研
究
所

が
共
催
し
た
。

園
大
学
校
か
ら
は
、

白

勝
基
副
総
長
ら

人
が
来
日
。

ま
た
、
国
際
関
係
研
究
所
客
員
研
究

員

中
司

宏
枚
方
市
長
も
出
席
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
大
き
な
成
果
を
あ
げ

た
。

高
齢
化
社
会
の
食
材

と
料
理
方
法
を
講
演

四
谷
教
授
、
大
和
田

セ
ン
タ
ー
創
立

周
年

月

日
、
大
学
隣
接
の
門
真
市

宮
野
町
に
あ
る
公
認
大
和
田
セ
ン

タ
ー
が
実
施
し
た
創
立

周
年
の
大

創
業
祭
で
、
四
谷
美
和
子
教
授
（
人

間
科
学
部
）
が
講
演
し
た
。

内
容
は
「
高
齢
化
社
会
に
対
応
し

た
食
材
の
選
び
方
と
料
理
方
法
」
に

つ
い
て
。
訪
れ
た
主
婦
た
ち
の
最
大

の
関
心
事
は
、
健
康
で
豊
か
な
加
齢

に
欠
か
せ
な
い
食
生
活
の
情
報
。

ロ
ビ
ー
に
設
け
ら
れ
た
講
演
会
場

は
、
無
料
サ
ー
ビ
ス
の
「
大
根
・
豚

肉
・
サ
ン
マ
」
入
り
の
袋
を
手
に
し

た
ベ
テ
ラ
ン
主
婦
で
溢
れ
、
メ
モ
を

取
り
な
が
ら
も
熱
心
に
聞
き
入
っ
て

い
た
。

毎
日
新
聞
社
賞
と
し
て
角
田
巴
奈
さ

ん（
東
京
都
・
東
京
文
化
高
校

年
）

「
勉
強
し
た
い
、
で
も
そ
の
前
に

…
…
」
が
受
賞
し
た
。
佳
作
受
賞
者

は
別
掲
の
通
り
。

受
賞
作
品
は
、
学
内
で
三
次
に
わ

た
る
審
査
を
経
て
き
て
お
り
、
最
終

審
査
の
審
査
委
員
は
、
梅
棹
忠
夫
氏

（
国
立
民
族
学
博
物
館
顧
問
）、
岡

本
道
雄
氏
（
元
京
都
大
学
総
長
）、

幼
稚
園
絵
画
表
彰
（
敬
称
略
）

第

回
全
大
阪
幼
少
年
美
術
展

入
選

楞
野
夏
生

嶋
田
翔
斗

信
藤

梨
実

那
須
春
香

池
田
こ
こ
ろ

松

田
拓
也
（
以
上
ゆ
り
組
）

内
田
明
日

香

杉
前
達
哉

前
西
美
優
（
以
上
ひ

ま
わ
り
組
）

中
村
大
輝
（
す
み
れ
組
）

入
選
作
品
は
展
覧
会
に
出
品
（
前
期

年

月

日

日
、
後
期

月

日

月

日

於

ユ
ー
ス
ア
ー

ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
）。
幼
稚
園
は
学
校
賞

奨
励
賞
受
賞
。

森

毅
氏
（
京
都
大
学
名
誉
教
授
）、

川
又
良
也
国
際
大
教
授
。
最
終
に

残
っ
た

編
は
ど
れ
も
力
作
ば
か
り
。

高
校
生
の
新
鮮
な
眼
が
捉
え
た
世
界

や
日
本
、
そ
し
て
私
の
表
現
を
審
査

員
は
高
く
評
価
し
た
。
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年（平成 年）
滝井高 普通科 アカデミックコース 、 年生、わたしのしご

と館でしごと体験など
滝井高 国際科 、 年生、奈良国立博物館『正倉院展』を見学
大学 枚方 秋の叙勲で市村眞一名誉教授に瑞宝中綬章
大和田中 高 第 回人権研修でビデオ『青い目・茶色い目』を鑑賞
大和田幼 幼稚園交流
大学 枚方 ライブラリーツアー後期実施
大学 枚方 リラクゼーション講座に 人参加
大学 枚方 「法政経学部国際理解・交流コースプロジェクト 海外

ボランティア・海外事情連続講演 」 回目
大学 守口 関西文化学術研究都市 大学連携「市民公開講座」で国

コミ 佐島 隆教授の講座
大学 守口 人健 福田真規夫教授が大会実行委員長のゲーム学会の

全国大会開催
学園 永年勤続表彰式
大学 守口
女子大 短大

茶道部・華道部で指導の高橋秀典さん、読売テレビ「な
るトモ！」に出演

大和田中 高 PTA「秋の研修会」
滝井高 芸術鑑賞
大学 守口
女子大 短大

体育会主催 体育祭

大学 枚方 学長との昼食懇談会第 回目開催
大学 枚方 教職員対象第 回人権啓発講演会
大学 守口 エフエムもりぐち『直ちゃんのもりかど探偵団』で、心

コミ 森上幸夫助教授コメント
大学 守口
女子大 短大

国コミ「国際社会…と日本文化II」で着物の着付け実習授
業

大和田幼 作品展
大学 守口
女子大 短大

女性学研究所主催ビデオ上映会（ ）

短大 就職体験談発表会（ ）
大学 枚方 枚方のケーブルテレビ、ケイ・キャットでイルミネーショ

ン紹介（ ）
大学 エンカレッジ講座生、枚方キャンパスで研究発表会（ ）
大学 枚方 ドイツ政府から「功労勲章一等功労十字章」を贈られた

法政経 石部雅亮特任教授、読売新聞「ひと人抄」で紹
介

大和田高 学園 グローバルマインド賞入賞の高地恵美さん、毎日新聞で
紹介

大学 守口 第 回寝屋川音楽祭クラシックin…ねやがわ で幼教
朝倉 洋教授が指揮

大学 枚方 卒業生の上木原光一郎さん、『学生新聞』（株式会社就職課）
「学生の注目企業に直撃取材！」に登場

大学 枚方 枚方市の新産業就職支援セミナー会場に枚方キャンパス
短大 幼教「第 回音楽コース演奏会」
大学 枚方 文化功労者 新開陽一教授（法政経）特別公開講義
大学 金子敦郎学長がベトナムの協定校ホンバン大学の入学

式・卒業式に参列
女子大 学園 心コミ 宮本二美生教授のゼミ卒論が毎日新聞で記事に
大学 女子大
短大

金子学長慰労会開催、約 人が参加

大和田高 スキー講習会（ ）
女子大 卒業生の黒川有紀子さん（スポ行 卒）、気多大社（石

川県）の幸娘として奉仕（ ）
年（平成 年）
学園 新年互礼会
学園 薬袋真人理事長室長、MBSラジオ（ kHz）『MBS激論

スタジアム』に出演
大学 枚方 法政経学部国際理解・交流コースプロジェクト 海外ボ

ランティア・海外事情連続講演 （ 回シリーズ）
大学 枚方 法政経学部連続講演会 回目「法的な因果関係と人生の

因果関係」
短大 「大阪防災 ウォーク」で、卒業生の倭 明美さん（家

政 卒）ボランティアで写真記録班つとめる
短大 幼教 谷 玲子非常勤講師代表の四條畷一輪車チームが

一輪車演技会「楽しい一輪車」を開催

大学 枚方 学友会餅つき大会
学園 学園創立記念日
短大 「身体表現法」授業内発表会（担当 谷 玲子非常勤講師）
大和田幼 恒例、大学のグラウンドで思いっきりマラソンと凧上げ
大和田高 年既決定者芸術鑑賞 アイーダのテーマは「愛だ！」
大学 女子大 枚方学友会参加のエフエムひらかた番組「深夜のキャン

パスライフOIU ac jp」に奥田吾朗学長出演
大学 守口
女子大 短大

身長制限大学バレー大会記事で、天守まどかさん（スポ
行 ）登場

大学 枚方 経情 小林直樹さんの作ったベンチマークソフト
「Bencher 」雑誌『Windows Star t』に掲載

学園 評議員の平岡龍人氏、産経新聞に登場
大学 女子大
短大

平成 年度後期留学生別科修了式

大学 枚方 作道洋太郎名誉教授ご逝去、訃報記事
短大 守口 管理栄養士国家試験受験対策講習会（ ）
大学 英語インテンシブコース修了式 GU OIU IEP Cer tificate

Ceremony
滝井高・
大和田高

次募集実施高校発表

大学 枚方 関西テレビ「ナンボdeなんぼ」で留学生がクイズに登場
短大 第 回音楽コース卒業演奏会
大学 守口 スポーツ行動学科スキー実習（ ）
大学 守口 レジャースポーツIV（スキー・スノーボード）北海道プ

ログラム（ ）
大学 守口 人健「食文化論」（担当 南 直人教授）の集中講義でフォ

トジャーナリスト・森枝卓士氏が講義（ ）
大学 守口 第 回生涯健康講演会「グルメとダイエット……体型論

の試み」

大和田高 産経新聞「関西大学合格速報」に掲載。 人合格で第 位。
昨年度第 位よりランクアップ

大学 守口 レジャースポーツIV（スキー・スノーボード）長野プロ
グラム（ ）

大学 守口 高等教育開発推進センター講演会
大和田高 表彰状授与式（ 年生）
大和田高 高 卒業関係各種表彰
大学・短大 春期海外研修・初の浙江万里学院中国研修へ（ ）
大学 守口
短大

守口キャンパス学友会主催スキー・スノーボード講習会
（ ）

大和田高 高地恵美さん（ 年）、広報ひらかた「市民登場」で紹介
大和田中 高 人権職員研修会
大学 枚方 新開陽一先生文化功労者顕彰記念シンポジウム
大和田中 年生表彰
滝井高 人権教員研修
学園 「個人情報保護法」教職員研修会（ ）
大学・短大 Teachers Seminar
大和田中 海外研修結団式
大和田幼 年長お別れ会でクッキー作り（ ）
滝井高 国際交流講演会
大学 エンカレッジ卒業式
大学 枚方 西垣 充さん（経情 卒）のSanay Travel and Tours

Co., Ltd（ミャンマー）、テレビ朝日『ドスペ』コーディネー
ト

短大 生活習慣病予防教室 高脂血症が気になる人のための栄
養教室

大学 枚方 経情 小瀬木えりの助教授とフィリピンピーニャ製造販
売業者組合が主催する『ピーニャ展』（ ）

ヘッドラインニュースヘッドラインニュース
恒
例
の
「
資
料
分
析
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

入入入入入入入入
賞賞賞賞賞賞賞賞
者者者者者者者者
、、、、、、、、

人人人人人人人人
をををををををを
表表表表表表表表
彰彰彰彰彰彰彰彰

入
賞
者
、

人
を
表
彰

グ
ラ
ン
プ
リ

小
畠
さ
ん
と
鷲
尾
さ
ん
経営情報学部

国
際
大
経
営
情
報
学
部
恒
例
の

「
資
料
分
析
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
入

賞
者
が

月

、

日
に
発
表
さ
れ
、

セ
ミ
ナ
ー

か
ら
は
小
畠
雅
之
さ

ん
の
「
日
本
の
出
入
国
者
推
移
の
現

状
」（
石
川
高
行
ゼ
ミ
）、
予
備
演
習

か
ら
は
鷲
尾
貴
士
さ
ん
の
「
子
ど

も
の
権
利
条
約
と
日
本
の
子
ど
も
た

ち
」（
佐
藤
智
明
ゼ
ミ
）
が
、
そ
れ

ぞ
れ
グ
ラ
ン
プ
リ
に
輝
い
た
。

発
表
会
で
は
各
ゼ
ミ
代
表

人
が

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
お
の
お
の
の

テ
ー
マ
に
つ
い
て
資
料
を
分
析
し
て

き
た
も
の
を
発
表
し
、
内
容
、
オ
リ

ジ
ナ
リ
テ
ィ
、
表
現
力
、

作
成

能
力
な
ど
に
お
い
て
競
い
合
っ
た
。

セ
ミ
ナ
ー

の
グ
ラ
ン
プ
リ
に
選

ば
れ
た
小
畠
さ
ん
は
、
レ
ポ
ー
ト
の

体
系
が
優
れ
、
ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル

の
使
い
方
は
教
員
で
も
で
き
な
い
く

ら
い
、
と
絶
賛
さ
れ
た
。

一
方
、

年
次
生
を
対
象
と
す
る

予
備
演
習
で
グ
ラ
ン
プ
リ
に
選
ば
れ

た
鷲
尾
さ
ん
は
「
一
見
か
た
そ
う
な

テ
ー
マ
を
わ
か
り
や
す
く
書
い
た
と

こ
ろ
が
評
価
さ
れ
た
。
最
後
の
ま
と

め
に
向
け
て
の
話
の
進
め
方
も
よ
い
。

グ
ラ
フ
の
使
い
方
も
適
切
だ
っ
た
」

と
講
評
を
受
け
た
。

い
ず
れ
も
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

へ
の
参
加
は
、

年
間
の
集
大
成
と

い
え
、
今
年
は
例
年
に
増
し
て
力
作

ぞ
ろ
い
だ
っ
た
。
講
評
で
、
西
口
義

展
学
部
長
代
理
は
「
こ
の
成
果
を
こ

れ
か
ら
の
研
究
に
も
活
か
し
て
ほ
し

い
」
と
学
生
ら
を
激
励
し
た
。

そ
の
他
の
受
賞
者
は
以
下（
敬
称
略
）

セ
ミ
ナ
ー

準
グ
ラ
ン
プ
リ

東
島
葉
子「
フ
リ
ー
タ
ー
を
見
る
」

（
三
木

英
ゼ
ミ
）

佳
作

高
橋
枝
里

柴
田
里
香
「
ス
ー

パ
ー
の
利
用
状
況
」（
佐
藤
智
明
ゼ

ミ
）

岡
本
健
司

浜
田
知
樹

竹

林
雅
樹
「
障
害
者
の
就
職
」
（
韓

尚
秀
ゼ
ミ
）

小
嶋
貴
仁
「
ご
み
問

題
」（

ゼ
ミ
）

予
備
演
習

準
グ
ラ
ン
プ
リ

絹
巻
幸
緒
「
夏
の
甲
子
園
優
勝

チ
ー
ム
に
つ
い
て
」（
田
窪
美
葉
ゼ

ミ
）佳

作
永
野
靖
樹
「

」（
石
川
高

行
ゼ
ミ
）

中
山
沙
織
「
盲
導
犬
と

パ
ピ
ー
ウ
ォ
ー
カ
ー
」（
中
野
幹
久

ゼ
ミ
）

阿
部
絵
莉
子
「
理
想
の
恋

人
を

す
る
方
法
」（
小
瀬
木
え

り
の
ゼ
ミ
）

高
校
生
短
歌
コ
ン

英
語
で
見
事
入
選

滝
井
高
・
藤
井
さ
ん

同
志
社
女
子
大
学
主
催
高
校
生
短

歌
コ
ン
ク
ー
ル
「

百

人
一
首
」
で
、
滝
井
高
校
か
ら
国
際

科

年

組
の
藤
井
麻
奈
未
さ
ん
の

英
語
短
歌
が
入
選
作
品
に
選
ば
れ
た
。

滝
井
高
校
で
は
オ
ー
ラ
ル
・
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
授
業
で
英
語

短
歌
に
取
り
組
み
応
募
。
国
内
外
の

高
校
か
ら
の
応
募
総
数
は
、首

。
う

ち
英
語
は

首
で
、
そ
の

中
か
ら

首
に

選
ば
れ
た
。

作
品
は
、

「
も
う
す
ぐ
み
ん
な
卒
業
し
て
し

ま
う
け
ど
、
み
ん
な
に
素
敵
な
未
来

が
待
っ
て
い
た
ら
い
い
な
、
と
い
う

気
持
ち
を
込
め
て
作
り
ま
し
た
。」

と
藤
井
さ
ん
。
卒
業
後
は
、
関
西
外

国
語
大
学
短
期
大
学
部
英
米
語
学
科

に
進
ん
だ
。

資
格
取
得
者
（
敬
称
略
）

国
際
大
（
枚
方
）

英
検

級

（

月

日
実
施
）

経
情

松
本
紗
世
子

同

門
野
将

大パ
ソ
コ
ン
検
定

級

（

年

月

日
実
施
）

経
情

錦
織
正
明

山
水
大
輔

東

羅

浩

山
口
善
久

同

中
家
大

樹

同

吉
良
雄
樹

中
村

宏

小
畑
裕
吾

佐
々
木
健
之

庄
司
雄
紀

杉
本
純
子

山
下
洋
平

簿
記
検
定

級
（

月

日
実
施
）

経
情

邱

月

同

級

（

月

日
実
施
）

経
情

雪

院
経
情

陳

云販
売
士

級

（

月

日
実
施
）

経
情

平
賀

諭

同

西
山
圭
子

堤

し
の
ぶ

同

父
川
景
造

井
上
泰
明

石
井
啓
太

亀
井
雅
人

岡
田
直
樹

同

堀
之
内
広
美

石

川
広
明

金
山
明
生

片
桐
隆
司

貴

島
和
哉

木
下
勝
俊

南

徹
哉

西

村
飛
呂
志

西
村
拓
也

野
村
慎
吾

大
塚
一
馬

高
山
幸
太
郎

田
中
哲
也

若
林

悠

法
政
経

大
塚
秀
範

国
際
大
（
守
口
）・
短
大

点
以
上

（
団
体
試
験

月

日
実
施
）

国
コ
ミ

瀬
真
紀

古
島
明
恵

林

菜
穂
子

平
田
諒
子

同

稲

本
純
子

井
上
博
貴

清

三
加
代

青
砥
茉
由

金

京
里

南

正
人

辻
本

子

社
コ
ミ

長
井
志
保

心
コ
ミ

原
田
友
春

短
大
国
文

佐
藤
恭
子

英
検

級

（

年
度
第

回
）

国
コ
ミ

李

春
愛

同
準

級

（
同
）

人
健

和
多
唱
子

同

級

（

年

月

日
実
施
）

国
コ
ミ

清

三
加
代

北
野
り
え

同

坂
部
友
香

短
大
国
文

加

藤
恵
理

藤
田
祐
美

藤
江
友
美

国
内
旅
行
業
務
取
扱
主
任
者
試
験

（

月

日
実
施
）

短
大
国
文

伊
藤
明
日
香

同

西

野
友
実
子

販
売
士

級

（

月

日
実
施
）

短
大
国
文

渡
辺
佳
代

他

名

秘
書
検
定
準

級（

月

日
実
施
）

国
コ
ミ

木
下
佳
三

同

級

（

月

日
実
施
）

国
コ
ミ

塩
坂
和
恵

同

板
藤
陽

子

同

松
田
千
絵

心
コ
ミ

西

田
恵
代

平
内

恵

短
大
家
政

山
根
知
佳

短
大
国
文

佐
野
夏
美

中
越
友
梨

同

小
深
田
典
子

里
山
貴
巳
子

松
本
奈
緒
里

武
田
七

穂

藤
江
友
美

宮
本
奈
央
子

ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン

グ
検
定

（

月

日
実
施
）

国
コ
ミ

浅
田
千
佳

石
束
麻
伊
子

深
田
さ
や
か

向
井
裕
香
子

短
大

国
文

佐
野
夏
美

同

山
下

歩

石
川
佳
苗

船
田
理
生

松
本
奈
緒

里ワ
ー
プ
ロ
検
定

級
（

月

日
実
施
）

短
大
国
文

佐
野
夏
美

中
越
友
梨

橋
本
尚
子

同

級

（

月

日
実
施
）

心
コ
ミ

上
野
し
の
ぶ

阪
本
晃
子

城

智
哉

田
村
伸
隆

同

田

中
美
香

同

畑
中
孝
公

国
コ
ミ

猪
瀬
愛
美

人
健

忠
政
英
希

短
大
家
政

川
本
尚
未

伴
田
真
弓

短
大
国
文

後
藤
麻
里
子

岸
本

華
奈

小
深
田
典
子

佐
藤

舞

庄

裕
美

白
橋
る
み

原
田
真
理
子

藤
本
恭
子

山
下
幸
恵

藤
江
友
美

他

名滝
井
高
校

英
検

級

（

月

日
実
施
）

年

中

智
恵

藤
井
麻
奈
未

安

宅
麻
佑
子

藤
原
愛
子

（

年

月

日
実
施
）

年
今
村
公
美

他

名

同
準

級
（

年

月

日
実
施
）

年

安
達

悠

池
田
彰
子

金
子

ゆ
り
か

田
井
亜
理
沙

多
治
川
知
里

林

宏
美

近
藤
加
奈
子

中
井
理

絵

森
山
友
貴

横
田
知
穂

年

鳥
前
聖
香

横
田
侑
紀
子

漢
検

級

（

月

日
実
施
）

年
横
野
智
香（

年

月

日
実
施
）

年

長
谷
川
尚
子

唐
田
志
保

露

無
智
子

年
穐
久

綾

同
準

級

（

月

日
実
施
）

年

池
田
彰
子

林

裕
子

伊
藤

利
恵

年
西
村
有
加

（

年

月

日
実
施
）

年

高
木

唯

矢
野
由
紀
子

横

山
美
広

石
川
み
な
美

小
河
智
美

紺
地
亜
弓

橋
本
宏
美

山
口
由
香

碇
山
由
佳

田
中
千
晶

高
田
恵
子

松
井
恵
美

宮
路
真
理
子

小
林
美
帆

今
村
公
美

田
辺
莉
奈

森
山
友
貴

年

今
木
千
鶴

上
村
麻
耶

嶋

田
美
里

橋
本
瑠
璃
子

八
谷
有
祐
美

森

麻
似
子

近
藤
祐
子

全
商
ワ
ー
プ
ロ
実
務
検
定

級

（

月

日
実
施
）

年
長
田
朋
子

年
一
ノ
瀬
理
沙

同

級
年

内
藤
早
紀

安
田
聡
子

福
田

麻
衣

年
佐
藤
ジ
ョ
イ
愛

大
和
田
高
校

英
検

級

（

月

日
実
施
）

年
沢
田
舞
子

初
田
夏
子

年

今
村
桃
子

石
川
絵
美

石
田
喬
子

石
橋
典
子

田
中
千
晶

日
高
奈
菜
絵

山
出
祥
尊

植
田

蓉

田
中
麻
里

絵

年
脇
田
さ
や
か

漢
検

級

（

月

日
実
施
）

年
大
西
沙
奈（

年

月

日
実
施
）

年
今
西
由
子

同
準

級

（

月

日
実
施
）

年
豊
岡
み
な
み

（

年

月

日
実
施
）

年
渡
辺
祥
世

年
高
倉
将
樹

友
國
辰
哉

宮
川
有
葉

小
林
由
季

国
際
大
枚
方
キ
ャ
ン
パ
ス
は

日
本
英

語
検
定
協
会
平
成

年
度
実
用
英
語
技

能
検
定
奨
励
賞
を
受
賞
し
た
。

国
際
大
・
女
子
大
・
短
大

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

・

第

回
関
西
学
生
新
人
戦
優

勝
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

・

ミ
キ
プ
ル
ー
ン
ス
ー
パ
ー
カ

レ
ッ
ジ
バ
レ
ー

第

回
秩
父

宮
賜
杯
・
第

回
秩
父
宮
妃
賜
杯
全
日

本
大
学
男
女
選
手
権
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン

ト

回
戦
進
出

・

大
阪
府
学
生
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
連
盟

女
子
選
抜
チ
ー
ム
上
海

遠
征

槌
谷

優
（
ス
ポ

）

中
村

か
お
り
（
同

）

木
村
雅
世
（
同

）

池
内
真
梨
子
（
短
大
家
政

）

男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

・

部
リ
ー
グ
戦
優
勝

・

入
替
戦
勝
利
、

部

昇
格

女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

・

関
西
女
子
学
生
秋
季
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
優
勝
（

部
）

合
唱
部

・

老
人
保
健
施
設
ラ
ガ
ー
ル
（
鶴

見
区
）
で
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

滝
井
高
校

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

・

大
阪
新
人
秋
季
大
会

部

優
勝

・

近
畿
私
学
大
会

部

（
敬
称
略
）

ク
ラ
ブ
活
動

ク
ラ
ブ
活
動

優
勝

・

全
国
私
学
大
会
予
選

リ
ー
グ

位

・

春
の
高
校
バ
レ
ー
大
阪

代
表
決
定
戦

位

吹
奏
楽
部

・

大
阪
府
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド

関
西
大
会

銀
賞

・

大
阪
府
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン

テ
ス
ト
木
管

重
奏

銀
賞

・

守
口
市
民
音
楽
コ
ン

サ
ー
ト

ハ
ロ
ー
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

出
演

大
和
田
高
校

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

・

大
阪
高
校
秋
季
大
会

準
優

勝
・

大
阪
府
私
立
高
校
女
子
私
学

新
人
戦

優
勝

・

！
湖
草
津

選
抜

高
校
大
会

チ
ー
ム
中

位

・

全
国
私
立
高
校
女
子
選

抜
大
会

部
優
勝

剣
道
部

・

大
阪
高
校
新
人
大
会
（
女

子
）
個
人

田
中
美
由
起
（

）
ベ
ス

ト

、
団
体

ベ
ス
ト

・

全
国
高
校
柴
田
旗
・
大
野
杯

争
奪
大
会

出
場

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

・

守
口
市
民
大
会

山
元
瑞
萌

森
本

綾
（

）
優
勝

・

全
国
高
校
女
子
選
抜
豊

橋
・
豊
川
イ
ン
ド
ア
大
会

決
勝
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
出
場

吹
奏
楽
部

・

大
阪
府
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン

テ
ス
ト
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト

重
奏

金
賞

・

守
口
市
民
音
楽
コ
ン

サ
ー
ト

ハ
ロ
ー
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

出
演

大
和
田
中
学

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

・

北
河
内
新
人
大
会

優
勝

（

期
連
続

回
目
）

・

大
阪
中
学
生
新
人
大
会

準
優
勝

・

近
畿
中
学
生
選
抜
優
勝
大
会

準
優
勝

課
外
活
動

（
敬
称
略
）

大
和
田
中
学

第

回
近
畿
珠
算
競
技
大
会
府
代

表
選
手
選
考
会

中
学
生
の
部

竹
添
彩
音
（

）

位

大阪府アンサンブルコンテスト クラリ
ネット 重奏で金賞受賞
（主催 府吹奏楽連盟、朝日新聞社）

講
師
は
国
立
民
族
学
博
物
館
名

誉
教
授
の
石
毛
直
道
氏



第39号 GLOBAL MIND（学報） 平成17年（2005年）5月31日（火曜日）（8）

DATA 平成 年度 入試結果DATA 平成 年度 入試結果
大
阪
国
際
大
学

大

学

院

志願者 受験者 合格者

経営情報学研究科
博士課程
修士課程

総合社会科学研究科 修士課程

大
阪
国
際
大
学

大

学

院

大
阪
国
際滝井

高
等
学
校

専 願 併 願
志願者数 合格者数 志願者数 合格者数

普
通
科

アカデミック（標準） （ ） （ ） （ ） （ ）
チャイルドケア（幼児保育進学） 新設 新設
ナーシング（看護進学） （ ） （ ） （ ） （ ）
エクセレント（特進） （ ） （ ） （ ） （ ）
国 際 科 （ ） （ ） （ ） （ ）

次 （ ） （ ） （ ） （ ）
次 （ ） （ ）

合 計 （ ） （ ） （ ） （ ）

大
阪
国
際滝井

高
等
学
校

大
阪
国
際

大
和
田
高
等
学
校

普 通 科
専 願 併 願

受験者数 合格者数 受験者数 合格者数
理 数 新設 新設
英 数 （ ） （ ） （ ） （ ）
国 際 （ ） （ ） （ ） （ ）
教 養 （ ） （ ） （ ） （ ）

次 （ ） （ ） （ ） （ ）
合 計 （ ） （ ） （ ） （ ）

回し合格者含む（ ）は前年度

大
阪
国
際

大
和
田
高
等
学
校

大
阪
国
際

大
和
田
中
学
校

受験者数 合格者数
次 （ ） （ ）
次 （ ） （ ）

合 計 （ ） （ ）

（ ）は前年度

大
阪
国
際

大
和
田
中
学
校

大
阪
国
際
大
学

学部・学科
推薦入学選考 一般入学選考

志願者 受験者 合格者 志願者 受験者 合格者
経営情報学部
法政経学部
人間科学部
心理コミュニケーション学科
国際コミュニケーション学科
人間健康科学科
スポーツ行動学科

学部総計

志願者、受験者には、第 志望の合格者数を含む。

大
阪
国
際
大
学

大
阪
国
際
大
学
短
期
大
学
部

学科・コース
推薦入学選考 一般入学選考

志願者 受験者 合格者 志願者 受験者 合格者
栄養士
生活文化
家政科 計
保育
音楽
体育
幼児保育学科 計
観光・国際
流通・経営
情報・メディア
国際文化学科 計

合 計

志願者、受験者には、第 、第 志望の合格者数を含む。

大
阪
国
際
大
学
短
期
大
学
部

大
阪
国
際
大
学
編
入

学部・学科 志願者 受験者 合格者
経営情報学部
法政経学部
人間科学部
心理コミュニケーション学科
国際コミュニケーション学科
人間健康科学科
スポーツ行動学科

学部総計

大
阪
国
際
大
学
編
入

平
成

年
度
入
試
を
振
り
返
っ
て

平
成

年
度
入
試
を
振
り
返
っ
て

目
標
数
の
新
入
生
迎
え
る

厳
し
い
中
、
手
続
き
率
向
上

選考種別 出願期間（消印有効） 選考日 合格発表日 入学手続期間（必着）

修
士
課
程

一次
経営情報学研究科 月 日（月） 月 日（水） 月 日（土） 月 日（金） 月 日（火） 月 日（水）

総合社会科学研究科 月 日（月） 月 日（水） 月 日（土） 月 日（金） 月 日（火） 月 日（水）

二次
経営情報学研究科 月 日（水） 月 日（水） 月 日（土） 月 日（金） 月 日（金） 月 日（金）

総合社会科学研究科 月 日（水） 月 日（水） 月 日（土） 月 日（金） 月 日（金） 月 日（金）
博士（後期）課程

経営情報学研究科のみ 月 日（水） 月 日（水） 月 日（土） 月 日（金） 月 日（金） 月 日（金）

平成 年度 入試日程 学生募集要項平成 年度 入試日程 学生募集要項

経
営
情
報
学
部
・
法
政
経
学
部
・
人
間
科
学
部

経
営
情
報
学
部
・
法
政
経
学
部
・
人
間
科
学
部

大
阪
国
際
大
学

大
阪
国
際
大
学

大
阪
国
際
大
学
大
学
院

大
阪
国
際
大
学
大
学
院

大
阪
国
際
大
学
短
期
大
学
部

選考種別（略称） 出願期間（消印有効） 選考日 合格発表日 入学手続期間（必着）

推

薦

推 薦 期
月 日（月） 月 日（火）

月 日（火） 日（水）
月 日（火） 月 日（水） 月 日（火）

内 部 推 薦 月 日（火）

推 薦 期
月 日（木） 月 日（金）

月 日（土） 日（日）
月 日（土） 月 日（月） 月 日（金）

自 己 推 薦 月 日（土）

推 薦 期 月 日（木） 月 日（金） 月 日（土） 月 日（金） 月 日（月） 月 日（水）

月 日（月） 月 日（火） 月 日（火） 月 日（火） 月 日（水） 月 日（火）

帰 国 生 徒
月 日（木） 月 日（金） 月 日（日） 月 日（土） 月 日（月） 月 日（金）

社 会 人

一

般

一 般 方 式 月 日（火） 月 日（金） 月 日（土） 日（日） 月 日（土） 月 日（月） 月 日（金）

セ ン タ ー 試 験 利 用 月 日（火） 月 日（金） 独自試験なし 月 日（土） 月 日（月） 月 日（金）

一 般 方 式 月 日（木） 月 日（月） 月 日（土） 月 日（金） 月 日（金） 月 日（木）

一 般 方 式 月 日（月） 月 日（水） 月 日（月） 日（火） 月 日（土） 月 日（月） 月 日（金）

一般入試の上記出願期間については、期間最終日が金曜日の場合は翌週月曜日、それ以外の曜日の場合は翌日に限り守口キャンパス持ち込
みのみ受け付ける。 短大のセンター試験利用は、家政科のみ実施

大
阪
国
際
大
学
短
期
大
学
部

選考種別（略称） 出願期間（消印有効） 選考日 合格発表日 入学手続期間（必着）

推

薦

推 薦 期
月 日（月） 月 日（火）

月 日（火） 日（水）
月 日（火） 月 日（水） 月 日（火）

内 部 推 薦 月 日（火）

推 薦 期
月 日（木） 月 日（金）

月 日（土） 日（日）
月 日（土） 月 日（月） 月 日（金）

自 己 推 薦 月 日（土）

推 薦 期 月 日（木） 月 日（金） 月 日（土） 月 日（金） 月 日（月） 月 日（水）

月 日（月） 月 日（火） 月 日（火） 月 日（火） 月 日（水） 月 日（火）

帰 国 生 徒
月 日（木） 月 日（金） 月 日（日） 月 日（土） 月 日（月） 月 日（金）

社 会 人

一

般

方 式
月 日（火） 月 日（金）

月 日（土） （日）
月 日（土） 月 日（月） 月 日（金）

方 式 月 日（日）

センター試験利用 期 月 日（火） 月 日（金） 独自試験なし 月 日（土） 月 日（月） 月 日（金）

一 般 方 式
月 日（木） 月 日（月）

月 日（土）
月 日（金） 月 日（金） 月 日（木）

センター試験利用 期 独自試験なし

一 般 方 式
月 日（月） 月 日（水）

月 日（月） 日（火）
月 日（土） 月 日（月） 月 日（金）

センター試験利用 期 独自試験なし

留
学
生

留 学 生（内 部） 月 日（月） 月 日（火） 月 日（火） 月 日（火） 月 日（水） 月 日（火）

留 学 生 次 月 日（金） 月 日（月） 月 日（土） 月 日（土） 月 日（月） 月 日（金）

留 学 生 次 月 日（火） 月 日（水） 月 日（土） 月 日（金） 月 日（金） 月 日（木）

編

入

学

内 部 編 入 期
月 日（月） 月 日（火） 月 日（火） 月 日（火） 月 日（水） 月 日（火）

指 定 校 編 入 期

一 般 編 入 期
月 日（木） 月 日（金） 月 日（日） 月 日（土） 月 日（月） 月 日（金）

社 会 人 編 入 期

内 部 編 入 期 月 日（火） 月 日（金） 月 日（日） 月 日（土） 月 日（月） 月 日（金）

内 部 編 入 期

月 日（木） 月 日（月） 月 日（土） 月 日（金） 月 日（金） 月 日（木）
指 定 校 編 入 期

一 般 編 入 期

社 会 人 編 入 期

留
学
生
編
入

留 学 生 編 入（協 定 校） 月 日（月） 月 日（木） 試験日は設けない 月 日（木） 月 日（金） 月 日（火）

留 学 生 編 入（内 部） 月 日（月） 月 日（火） 月 日（火） 月 日（火） 月 日（水） 月 日（火）

留 学 生 編 入 次 月 日（金） 月 日（月） 月 日（土） 月 日（土） 月 日（月） 月 日（金）

留 学 生 編 入 次 月 日（火） 月 日（水） 月 日（土） 月 日（金） 月 日（金） 月 日（木）

今
春
、
大
学
（

学
部
計
）・
短

大
と
も
目
標
数
に
掲
げ
た
新
入
生
を

キ
ャ
ン
パ
ス
に
迎
え
る
こ
と
と
な
っ

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
減
少
途
上
に

あ
る

歳
人
口
、

極
分
化
が
更
に

進
む
大
学
構
図
の
な
か
で
、
昨
年
度

の
学
生
募
集
に
お
い
て
は
、
従
前
と

異
な
り
極
め
て
厳
し
い
も
の
が
あ
っ
た
。

大
学
や
短
大
進
学
相
談
会
へ
の
入

場
者
が
減
少
傾
向
に
あ
り
、
そ
の
影

響
も
あ
っ
て
か
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
へ
の
参
加
者
数
も

人
と

昨
年
度
よ
り

％
減
少
し
、
学
生
募

集
を
担
当
す
る
者
と
し
て
は
、
こ
れ

か
ら
始
ま
る
入
学
選
考
を
前
に
し
て
、

厳
し
い
状
況
は
覚
悟
し
て
い
た
も
の

の
、
推
薦
入
試
全
般
に
お
い
て
、
志

願
者
数
が
大
学
で
前
年
比

％
、

短
大
で
前
年
比

％
と
大
変
厳

し
い
結
果
で
あ
っ
た
。

特
に
志
願
者
を
多
く
集
め
て
い
た

大
学
人
間
科
学
部
や
短
大
幼
児
保
育

学
科
も
前
年
よ
り
減
少
に
転
じ
た
こ

と
が
大
き
な
要
因
で
あ
る
。
従
来
、

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
参
加
数
と

推
薦
入
試
の
志
願
者
数
は
深
く
関
係

し
て
お
り
、
同
様
の
減
少
に
な
っ
た

も
の
と
推
測
し
て
い
る
。

一
般
入
試
に
お
い
て
は
、
大
学
で

％
、
短
大
で

％
の
結
果

と
な
っ
た
が
、
手
続
き
率
は
、
昨
年

度
よ
り
向
上
し
た
こ
と
が
、
好
材
料

と
な
り
今
年
度
の
入
学
者
に
至
っ
た

も
の
と
考
え
て
い
る
。

平
成

年
度
の
学
生
募
集
は
、
昨

年
度
以
上
の
厳
し
い
状
況
と
な
る
こ

と
は
明
白
で
あ
る
。
入
試
・
広
報
部

も
こ
の
春
、
人
事
異
動
で
年
齢
層
が

若
く
な
り
、
人
員
も
増
加
し
機
動
力

が
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。

本
学
の
良
さ
・
魅
力
を
、
よ
り
多

く
の
受
験
生
に
知
っ
て
い
た
だ
こ
う

と
ス
タ
ッ
フ
の
士
気
も
高
ま
っ
て
い

る
。
進
学
相
談
会
な
ど
で
、
お
見
か

け
す
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
気
軽
に
お

声
を
お
か
け
下
さ
い
。

（
入
試
・
広
報
部
課
長
代
理

藤
井

重
喜
）

厳
し
い
入
試
状
況
の
中

チ
ャ
イ
ル
ド
ケ
ア
コ
ー
ス
は
予
想
上
回
る
入
学
者

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
充
実
ひ
と
役

大
学
・
短
大

滝
井
高
校

平
成

年
、

年
と

年
連
続
し

て
募
集
人
員
を
大
幅
に
下
回
る
入
学

者
し
か
確
保
出
来
な
か
っ
た
が
、

年
度
は
募
集
活
動
の
充
実
策
が
奏
功

し
て
募
集
人
員
を
上
回
る
入
学
者
が

確
保
出
来
た
。

今
年
度
は

歳
人
口
が
さ
ら
に
減

少
す
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
本
校

の
さ
ら
な
る
魅
力
作
り
を
模
索
し
、

チ
ャ
イ
ル
ド
ケ
ア
（
幼
児
保
育
進

学
）
コ
ー
ス
を
新
た
に
設
置
し
、
募

集
広
報
に
の
ぞ
ん
だ
。
こ
の
コ
ー
ス

は
従
来
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
（
標
準
）

コ
ー
ス
に
含
ま
れ
て
い
た
要
素
を
独

立
さ
せ
、
受
験
生
に
よ
り
分
か
り
や

す
く
し
た
も
の
で
あ
る
。

併
設
大
学
の
協
力
も
仰
ぎ
、
他
の

コ
ー
ス
も
含
め
て
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の

充
実
を
は
か
り
、
受
験
生
に
本
校
の

魅
力
の
ア
ピ
ー
ル
に
努
め
た
。
公
立

中
学
校
の
進
路
指
導
主
事
・
校
長
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
学
習
塾
の
対
策

等
に
も
昨
年
度
以
上
に
時
間
・
人
的

資
源
を
投
入
し
て
昨
年
度
並
の
入
学

者
数
の
確
保
を
目
ざ
し
た
。

今
年
度
の
入
試
結
果
と
し
て
は
、

オープンキャンパス、
オープンスクール予定
大学（枚方キャンパス）
月 日 、 月 日 、
月 日

大学・短大（守口キャンパス）
月 日 、 月 日 、
月 日 、 月 日

滝井高校
月 日 、 月 日 、
月 日

大和田高校
月 日

大和田中学
月 日

れ
る
。

し
か
し
、
そ
の
他
の
コ
ー
ス
の
落

ち
こ
み
が
大
き
く
募
集
人
員
の
確
保

に
は
到
ら
な
か
っ
た
。

こ
れ
は
、
大
阪
の
公
立
高
校
の
入

試
方
法
が
変
更
さ
れ
た
こ
と
も
大
き

く
影
響
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
ら
れ
る
。

（
滝
井
高
校

教
頭

伊
藤

雅
之
）

志
願
者
、
入
学
者
と
も
増
加

新
コ
ー
ス
設
置
な
ど
改
革
で

大
和
田
中
・
高
校

高
等
学
校
で
は
、

歳
人
口
が
府

下
で

人
減
の
な
か
で
の

入
試
と
な
っ
た
。
本
校
で
は
、
男
子

生
徒
の
増
加
が
生
徒
募
集
で
の
最
大

ポ
イ
ン
ト
で
あ
り
、
そ
の
実
現
の
た

め
の
改
革
が
実
施
さ
れ
た
。
前
年
度
、

「
国
際
コ
ー
ス
」
の
共
学
化
に
よ
り
、

男
子
生
徒
の
募
集
が
広
げ
ら
れ
、
約

名
の
男
子
生
徒
が
入
学
し
た
。

今
年
度
は
、
さ
ら
に
男
子
生
徒
の

志
願
者
を
増
加
さ
せ
る
た
め
に
、
新

た
に
「
理
数
コ
ー
ス
」
を
新
設
し
、

女
子
の
み
の
教
養
コ
ー
ス
の
募
集
定

員
を
半
減
さ
せ
た
。
理
数
コ
ー
ス
は
、

難
関
国
公
立
大
学
理
科
系
学
部
へ
の

進
学
を
目
標
と
す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

編
成
を
行
い
、

し
た
。

進
学
実
績
も
、
関
西
大
学
合
格
数

連
続
ベ
ス
ト

位
入
り
な
ど
で
、

し
だ
い
に
定
着
し
て
い
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
説
明
会
等
で
の
関
心
・
問
い

合
わ
せ
は
、
高
い
も
の
が
あ
っ
た
。

結
果
と
し
て
、

歳
人
口
減
・
公
立

高
校
志
向
が
続
く
中
で
、
昨
年
並
み

の
専
願
志
願
者
が
あ
っ
た
。
併
願
志

願
者
は
、
前
年
比
約

名
増
と

な
り
、
入
学
者
は
、

名
と

な
っ
た
。
う
ち
男
子
は
、

名

を
数
え
た
。

中
学
校
で
は
、
少
子
化
の
影
響
は

勿
論
で
あ
る
が
、
近
年
二
極
化
が
極

端
に
進
行
し
た
入
試
と
な
っ
て
い
る
。

本
校
で
は
、
今
ま
で
の

ヵ
年
教
育

が
、
外
部
に
見
え
に
く
い
と
い
う
反

省
か
ら
、「
英
数
コ
ー
ス
」
を
発
展

的
に
解
消
し
、
今
年
度
、「
特
進
一

貫
コ
ー
ス
」
を
新
設
し
た
。

年
間

を
通
し
て
難
関
大
学
合
格
へ
の
学
力

は
も
と
よ
り
、
人
間
性
の
向
上
に
も

意
を
用
い
た
、
無
理
の
な
い
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
編
成
に
な
っ
て
い
る
。
こ

の
結
果
、
受
験
生
は
、
前
年
度
か
ら

約

名
増
加
し
、
入
学
者
も

名
と

前
年
を
上
回
っ
た
。

（
大
和
田
中
・
高
校

教
頭

募
集
進
路
担
当

河
井

康
宏
）

ト
ド
ラ
ー

デ
ー

日
時

毎
月
第

・
第

木
曜
日

対
象

未
就
園
児
・
在
園
児
（
た

だ
し
、
未
就
園
児
の
兄
弟

関
係
の
在
園
児
の
み
）

内
容

・
園
庭
開
放

・
創
作
活
動

（
第

木
曜
の
み
）

・
お
話
コ
ー
ナ
ー

（
第

木
曜
の
み
）

・
子
育
て
相
談

創
作
活
動
の
み
要
予
約

（
先
着

名
）

予
約
・
お
問
合
せ

幼
稚
園
で
は
、
教
育
的
な
配
慮
の

下
に
、
幼
児
が
友
達
と
か
か
わ
っ
て
、

未
就
園
児
集
ま
れ

ト
ド
ラ
ー
デ
ー

幼
稚
園
、安
全
な
遊
び
場
開
放

新
設
の
チ
ャ
イ
ル
ド

ケ
ア
コ
ー
ス
は
予
想

を
上
回
る
入
学
者
が

確
保
で
き
た
。
こ
れ

は
短
期
大
学
幼
児
保

育
学
科
と
の
垂
直
連

携
・
そ
の
後
の
就
職

率
の
良
さ
が
認
知
さ

れ
た
た
め
と
考
え
ら

活
動
を
展
開
す
る
の
に
必
要
な
遊
具

や
素
材
、
十
分
に
活
動
す
る
た
め
の

空
間
、
環
境
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
安
全
な
遊
び
場
が
ほ
し
い

と
い
う
未
就
園
児
の
方
々
の
素
朴
な

願
い
を
受
け
と
め
、
ト
ド
ラ
ー
デ
ー

と
し
て
園
庭
開
放
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
就
園
前
の
幼
児
期
は
特
に
、

保
護
者
の
い
ろ
い
ろ
な
不
安
や
悩
み

も
多
い
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
ど

も
と
と
も
に
お
母
さ
ん
の
集
い
に
も

な
り
、
同
じ
子
育
て
に
悩
む
保
護
者

同
士
の
楽
し
い
会
話
の
場
に
も
な
っ

て
い
ま
す
。

入
園
ま
で
の
子
育
て
に
自
信
も
生

ま
れ
、
お
母
さ
ん
達
の
は
ず
ん
だ
話

し
声
も
園
庭
に
、
こ
こ
ち
よ
い
響
き

と
な
っ
て
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

幼
稚
園
に
慣
れ
る
と
い
う
大
切
な

時
間
と
空
間
で
す
。
こ
ぞ
っ
て
ト
ド

ラ
ー
デ
ー
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

大
阪
国
際
大
和
田
幼
稚
園

園
長

吉
備

千
枝
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春からの営業に期待
「森永製菓」は名前の通り、お菓子の製造メーカーですが、その他にも色々な商

品を製造しています。私の所属する健康事業部は、ゼリー飲料やプロテインなどの

スポーツサプリメントを扱う事業部です。

サプリメント 栄養補助食品は、あくまで食事の「補助」として栄養を補うもの

です。サプリメントを効果的に活用するには、まずはバランスの良い正しい食事を

知らなくてはいけません。そこで、お客様に正しい食事とサプリメントの使い方を

知っていただくため、栄養士が活躍しています。

私は現在、営業所の事務担当として、商品の受発注や伝票整理、電話でのお客様

からの問い合わせの受付などの仕事を行っています。そして、もうひとつの業務と

して、学校の運動部員や、スポーツをする子供の保護者の方を対象とした栄養セミ

ナーを行い、栄養士としても修行を積んでいるところです。

月からは、事務担当を引退し、営業の仕事をすることになりました。もちろん

不安もいっぱいですが、たくさんの人と会って、いろんなお話ができるのはとても

楽しみです。たくさんのお客様によろこんでいただける仕事ができるよう、これか

らもますますがんばっていきたいと思います。

大
阪
国
際
女
子
短
期
大
学

家
政
科
栄
養
士
コ
ー
ス

年
卒

森
永
製
菓
株
式
会
社

健
康
事
業
部
関
西
営
業
所

山
崎

圭
世
子

開業 年半、苦労を明日の糧に
宝塚市で行政書士事務所をしている徳江と申します。開業して 年と半年が経過
しようとしています。
事務所の業務はオンライン業務とオフライン業務に分かれており、オンライン業
務は比較的単純な申請代行業が、オフライン業務はコンサルティングを要する業務
が多いです。
オフライン業務では主にお客様からお話をお聞きし、もっともよい手続きを探し
出します。遺産分割協議では、すべての相続人からお話を聞き、調停案の作成を行
います。実際、相続人の全員を集めて遺産分割協議を行い、その結果を分割協議書
にまとめるのですが、できるだけ効率よくまとめるために下準備をすることが欠か
せません。
また、会社設立の相談では具体的に業務の内容をお聞きし、また収益の見込みや
会社として維持できるかを判断し、会社を建てるべきか個人事業主で事業を進める
かのアドバイスをします。
行政書士の業務は予防法務といわれています。トラブルになる前に手を打ち、ス
ムーズにことを運ぶ、いわば縁の下の力持ちといえるでしょう。
行政書士は経営者でもあります。時には重要な局面で難しい判断を迫られるとき
もあります。仕事も自分でとってこないと食べていけません。苦しいときもありま
す。しかし、この苦しいときが、適度な負荷となり、明日の私を事務所を作ってい
くのだと思います。 http: www.maidmaid.com E mail maid＠maidmaid.com

大
阪
国
際
大
学
政
経
学
部

年
卒

行
政
書
士
徳
江
事
務
所

行
政
書
士

徳
江

康
之

OB・OGレポートOB・OGレポート

就
職
厳
選
採
用
の
中
、大
奮
闘

就
職
厳
選
採
用
の
中
、大
奮
闘

資
格
公
務
員
講
座
な
ど

活
用
を

枚
方
キ
ャ
ン
パ
ス

枚
方
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、

月

日
に
卒
業
証
書
・
学
位
記
授
与
式
が

執
り
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
平
成

年

月
卒
業
生
の
就
職
決
定
率
は
昨
年

を
上
回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
日

本
経
済
が
上
向
い
て
き
た
と
は
い
え
、

新
卒
者
の
採
用
に
関
し
て
は
、
厳
選

採
用
が
定
着
し
て
い
る
現
在
、
卒
業

生
の
み
な
さ
ん
は
大
変
健
闘
さ
れ
ま

し
た
。年

月
卒
業
者
の
就
職
状
況
の

特
徴
は
、
倫
理
憲
章
な
ど
の
影
響
を

受
け
採
用
の
早
期
化
傾
向
に
は
一
定

の
歯
止
め
が
か
か
っ
た
も
の
の
、
そ

の
結
果
、
企
業
の
採
用
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
が
長
期
化
し
た
こ
と
で
し
た
。
こ

の
傾
向
は
次
年
度
以
降
も
続
く
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
本
学
学
生
に
つ
い
て
い
え

ば
、
自
己
の
適
性
を
見
極
め
な
が
ら

就
職
活
動
に
臨
む
学
生
が
増
え
て
き

た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
キ
ャ

リ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、
従
来
か
ら
個

人
面
談
を
中
心
に
据
え
、
一
人
ひ
と

り
の
進
路
希
望
に
対
応
し
た
相
談
業

務
体
制
を
敷
い
て
お
り
ま
す
。

年

度
は
個
人
単
位
の
相
談
業
務
に
加
え
、

仲
間
と
と
も
に
成
長
す
る
視
点
を
加

味
し
た
ゼ
ミ
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
実
施
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

学
友
と
の
交
流
の
な
か
で
「
仕
事

を
通
じ
て
自
己
を
高
め
、
社
会
に
貢

献
す
る
」
こ
と
の
意
義
を
学
ん
で
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は

ガ
イ
ダ
ン
ス
以
外
で
も
各
種
の
資
格

取
得
講
座
や
公
務
員
講
座
を
開
設
し

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
活
用
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
は
、
み
な
さ
ん

の
進
路
選
択
を
全
力
で
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、

気
軽
に
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
を
訪
問

し
て
く
だ
さ
い
。

卒
業
し
て
も
、
い
つ
で
も
お
訪
ね

く
だ
さ
い
。
わ
た
し
た
ち
は
い
つ
で

も
大
歓
迎
で
す
。

（
大
学
枚
方
キ
ャ
ン
パ
ス

キ
ャ
リ

ア
セ
ン
タ
ー
課
長

年
度

中
山

貴
嗣
）

就
職
内
定
率
は
ア
ッ
プ

個
別
面
談
が
成
果

守
口
キ
ャ
ン
パ
ス

平
成

年

月

日
の
日
経
新
聞

で
は
、

年
度
の
求
人
状
況
は
大

学
・
短
大
と
も
各
々
前
年
比
約

％
、
約

％
の
増
加
が
見
込

ま
れ
厳
し
い
就
職
状
況
は
脱
し
た
か

に
見
え
ま
し
た
。
し
か
し
、

年

月

日
の
内
定
状
況
（
文
部
科
学
省
、

厚
生
労
働
省
の
調
査
）
で
は
、
求
人

が
増
え
た
ほ
ど
に
は
内
定
率
が
伸
び

て
お
ら
ず
（
大
学

％

％
増

、
短
大

％

％
減

）、採
用
に
関
し
て
は
依
然
、

量
よ
り
質
に
拘
る
傾
向
は
続
い
て
い

る
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

近
年
、
フ
リ
ー
タ
ー
や
ニ
ー
ト
と

い
わ
れ
る
若
年
層
が
社
会
問
題
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
キ
ャ
リ
ア
セ
ン

タ
ー
で
は
、
厳
し
い
社
会
状
況
の
中

で
少
し
で
も
学
生
の
夢
や
希
望
に
応

え
る
為
、
学
生
と
の
個
別
面
談
（
大

学
生

延
べ
約

回
、
短
大

生

延
べ
約

回
）
を
中
心

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

常
に
「
学
生
の
顔
が
見
え
気
持
ち

が
理
解
で
き
る
対
応
」
を
目
指
し
た

結
果
、
就
職
内
定
率
が
前
年
度
よ
り

女
子
大
学
は
約

％
、
短
期
大
学
部

は
約

％
（

年

月
末
現
在
）

上
昇
し
そ
の
成
果
が
で
た
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、

年

月
卒
業
予
定
の
学

生
は
就
職
活
動
の
真
っ
最
中
で
、
そ

の
中
に
は
人
間
科
学
部
と
し
て
初
め

て
の
男
子
学
生
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
と
し
て
は
、
今

ま
で
の
知
識
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
集
約
し
、

短
大
も
含
め
新
生
大
阪
国
際
大
学
生

の
就
職
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

（
大
学
短
大
守
口
キ
ャ
ン
パ
ス
キ
ャ

リ
ア
セ
ン
タ
ー
係
長

宮
本

忠
之
）

初の枚方 守口合同企業説明会初の枚方 守口合同企業説明会
梅田センタービル 階

社参加、学生 人熱心に

月

日
、
大
学
・
短
大
キ
ャ
リ

ア
セ
ン
タ
ー
が
初
の
試
み
と
し
て
梅

田
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
で
、
枚
方
・
守
口

合
同
の
大
学
主
催
企
業
説
明
会
を

行
っ
た
。

来
春
、
大
学
統
合
後
、
初
め
て
の

卒
業
生
を
送
り
出
す
こ
と
に
な
り
、

企
業

社
の
参
加
を
得
て
開
催
さ
れ

た
。
学
生
約

人
が
、
梅
田
セ

ン
タ
ー
ビ
ル

階
会
議
室
に
設
け
ら

れ
た
各
社
の
ブ
ー
ス
を
ま
わ
り
、
採

用
に
つ
い
て
の
生
の
情
報
を
熱
心
に

収
集
し
た
。

都
心
部
の
会
場
を
借
り
て
の
大
学

主
催
の
こ
の
よ
う
な
催
し
は
ほ
と
ん

ど
な
く
、
企
業
の
採
用
担
当
者
も
、

自
社
の
受
験
を
希
望
す
る
学
生
た
ち

に
対
し
て
、
非
常
に
き
め
細
や
か
な

説
明
を
行
い
、
熱
気
に
包
ま
れ
た
説

明
会
と
な
っ
た
。

就
職
奮
戦
記

就
職
奮
戦
記

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
で

面
接
官
と
談
笑
す
る
ま
で
に

株
式
会
社
ヨ
ド
バ
シ
カ
メ
ラ

国
際
大

経
営
情
報
学
部

年

月
卒

河
井
雅
範

私
は
い
つ
も
、
自
分
の
行
動
に
対

す
る
振
り
返
り
を
忘
れ
ぬ
よ
う
心
掛

け
て
い
ま
し
た
。
説
明
会
で
も
面
接

で
も
、
終
っ
た
後
す
ぐ
に
「
こ
れ
は

出
来
た
、こ
れ
は
も
う
少
し
だ
っ
た
」

な
ど
書
き
留
め
、
次
へ
の
課
題
と
し

て
い
ま
し
た
。

最
初
の
内
は
、
大
き
な
声
で
挨
拶

を
す
る
、
と
い
う
だ
け
の
事
す
ら
出

来
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
す
が
「
今
日

こ
そ
は
大
き
な
声
で
挨
拶
す
る
ぞ
」

と
意
識
を
し
て
臨
む
と
、
場
数
を
踏

ん
で
行
く
内
、
だ
ん
だ
ん
と
自
然
に

出
来
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

こ
の
調
子
で
「
相
手
の
目
を
見
て

話
す
」「
長
々
と
話
を
し
な
い
」「
笑

顔
を
出
せ
る
よ
う
に
す
る
」
な
ど
自

分
が
注
意
す
べ
き
点
を
増
や
し
、
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
て
い
く
事
で
、
最

終
的
に
は
面
接
官
の
方
と
談
笑
出
来

る
く
ら
い
に
ま
で
な
り
ま
し
た
。

意
識
を
し
て
や
っ
て
み
る
事
で
、

何
も
考
え
ず
に
た
だ
面
接
を
受
け
て

い
る
よ
り
、
自
分
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

に
効
果
が
あ
っ
た
と
実
感
し
て
い
ま

す
。
最
初
か
ら
上
手
に
出
来
る
人
な

ど
い
ま
せ
ん
。
努
力
を
忘
れ
ず
、
忍

耐
強
く
続
け
て
行
く
事
で
、
こ
う

い
っ
た
力
は
勝
ち
取
っ
て
い
く
事
が

出
来
る
と
、
私
は
信
じ
て
い
ま
す
。

習
う
よ
り
慣
れ
ろ

の

面
接
で
か
な
っ
た
希
望

京
都
中
央
信
用
金
庫

短
大

国
際
文
化
学
科

情
報
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
ス

年

月
卒

宮
長
梨
菜

私
は
、
短
大
に
入
学
す
る
前
か
ら

就
職
す
る
と
い
う
こ
と
を
意
識
し
て

い
ま
し
た
。
入
学
し
て
か
ら
は
、
就

職
に
つ
な
が
る
よ
う
な
こ
と
を
自
分

な
り
に
考
え
、
様
々
な
資
格
取
得
に

挑
戦
し
、
夏
休
み
に
は
企
業
研
修
に

参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
研
修
で
、
社

会
に
出
て
働
く
こ
と
を
経
験
し
、
私

に
と
っ
て
貴
重
な
経
験
に
な
り
ま
し

た
。

月
に
入
る
頃
に
は
、
履
歴
書
の

準
備
と
一
般
常
識
の
勉
強
を
始
め
、

月
に
、
初
め
て
学
外
で
の
企
業
説

明
会
に
行
き
ま
し
た
。
そ
し
て
初
め

て
の
面
接
は
、
緊
張
し
す
ぎ
て
頭
が

真
っ
白
に
な
り
、
何
を
話
し
て
い
る

か
分
か
ら
な
い
状
態
だ
っ
た
の
を
今

も
覚
え
て
い
ま
す
。
面
接
は
「
習
う

よ
り
慣
れ
ろ
」
と
考
え
、
実
際
、
数

を
こ
な
せ
ば
随
分
慣
れ
、
面
接
官
の

質
問
に
も
落
ち
着
い
て
答
え
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
、

月
の
終
わ
り
頃
に

は
希
望
し
て
い
た
企
業
か
ら
内
定
を

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

就
職
活
動
は
大
変
で
し
た
が
、
そ

れ
を
通
じ
て
、
色
々
な
人
と
接
し
、

多
く
の
こ
と
を
教
わ
り
、
学
ん
だ
と

思
い
ま
す
。
私
に
と
っ
て
、
就
職
活

動
は
本
当
に
、
良
い
経
験
に
な
っ
た

と
思
っ
て
い
ま
す
。
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